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　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

総人口　44,038 人　 （− 57）
　男　　19,970 人　 （−  8）
　女　　24,068 人　 （− 49）
世帯数　19,149 戸　 （− 11）

８月１日現在 前月比

人 の う ご き

　８月10日、山川－根占航路を運航する（有）南九船
舶が新造船を投入し、本格運航を再開しました。こ
の日、山川・根占両港ではセレモニーが行われ、関
係者らが本格運航を祝いました。本格運航により山
川－根占航路は、１日４往復、所要時間約50分で薩
摩・大隅半島を往来します。

安 全で安定的な運航願う
山川－根占航路が本格運航を再開

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域		
９月１日～４日	 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　 ５日～11日	 ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　 （夜・休☎080-5240-2077）
　　 12日～18日	 ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　　　　　 （夜・休☎090-8835-2223）
　　 19日～25日	 ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　 26日～10月２日	 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
		  　　  （夜・休☎㉒5182）
10月３日～９日	 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694

山川地域		
９月	 　	 ㈱市山組　　 ☎㉟9321
10月１日～15日	 西設備　　　 ☎㉞1176

開聞地域		
９月		  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
10月		  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

税の種類 期　　別

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

３期

口 座 振 替 日 ９月26日(月)

納 付 書 で の 納 期 限 ９月30日(金)

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  審査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 薬局名 電話番号月日

９月４日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

９月11日
（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

９月18日
（日） かいもんトミタ薬局 ☎㉜5234

９月19日
（月） 三愛調剤薬局 ☎㉔4725

９月23日
（金） ゆのさと薬局 ☎㉒6771

９月25日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

10月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

９月４日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

９月11日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉗1177
☎㉟0101

９月18日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉖2101
☎㉔2011

９月19日
（月） 【外科・内科】指宿鮫島病院 ☎㉒3079

９月23日
（金）

【外科】今林整形外科病院
【内科】肥後病院（※）

☎㉒2710
☎㉒4148

９月25日
（日）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】指宿温泉病院

☎㉓3940
☎㉕3653

10月２日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉓3730

主な記事
　Ｐ ２～Ｐ３……山川－根占航路本格運航再開
　Ｐ ４～Ｐ７……敬老の日特集
　Ｐ ８……………市長と語ろ会
　Ｐ ９……………提案公募型補助事業
　Ｐ10……………第二次集中改革プランの進捗状況
　Ｐ12……………友好都市盟約の締結に向けて
　Ｐ14～Ｐ20……まちの話題
　Ｐ21～Ｐ27……情報掲示板
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港
が
あ
る
本
市
と
南
大
隅
町
を

中
心
と
す
る
「
山
川
・
根
占
航
路

運
航
推
進
協
議
会
」
と
し
ま
し
て

も
、
今
後
、
航
路
利
用
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
、
地
域

住
民
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

助
成
、
航
路
を
活
用
し
た
定
期
観

光
バ
ス
の
実
証
運
行
な
ど
、
利
用

促
進
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
県
や
周
辺
の
市
、
大
隅

総
合
開
発
期
成
会
な
ど
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
計
画
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も

私
た
ち
市
民
が
、
ま
ず
利
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
み
ん
な
が
、
こ
の
航
路
を

自
分
達
の
航
路
と
し
て
盛
り
上
げ

て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
運
航
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、（
有
）南
九
船
舶
に

は
、
安
全
運
航
と
航
路
の
安
定
運

航
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　８月10日、帰省客や観光客でにぎわうお盆を前に、山川−根占航路が新造船の投入により、本格運航を再開しました。
　同日、山川港では根占港への第１便出航に合わせてセレモニーが開催され、関係者らが本格運航の再開を祝い、安全運航
を願いました。
　山川・根占両港は、関係者や乗船客らで、いつも以上のにぎわいを見せました。

本格運航を再開

山川-根占航路

　

山
川

−

根
占
航
路
は
、
昨
年
２

月
末
に
運
航
が
休
止
さ
れ
、
ち
ょ

う
ど
１
年
後
の
今
年
３
月
１
日
か

ら
、（
有
）南
九
船
舶
に
よ
り
暫
定

運
航
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
造
船
に
よ
る
本

格
運
航
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、（
有
）南
九
船

舶
を
は
じ
め
、
県
や
関
係
機
関
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
山
川

−

根
占
航
路

は
、
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
の
先

端
を
結
ぶ
重
要
な
航
路
で
あ
り
、

両
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
交

流
に
は
欠
か
せ
な
い
「
海
の
国
道
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
両
半
島
の
観

光
振
興
に
と
っ
て
も
、
本
市
と
南

大
隅
町
を
結
ぶ
最
短
の
ル
ー
ト
で

あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

暫
定
運
航
中
の
５
カ
月
余
り
は
、

19
ｔ
の
小
型
フ
ェ
リ
ー
「
な
ん
き

ゅ
う
２
」
で
の
運
航
で
し
た
。
小

型
船
の
た
め
、
欠
航
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
今
後
は
、
台
風
な

ど
の
大
き
な
し
け
で
な
い
限
り
、

運
航
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
航
路
と
し
て

　

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

山
川
・
根
占
航
路
運
航
推
進
協
議
会　
　

会
長
（
指
宿
市
長
）
豊
留　

悦
男　

山川−根占航路利用促進キャンペーン
新船就航記念

【船舶名】フェリーなんきゅう
【長さ】34.1m　【幅】8.6m
【重さ】136ｔ
【積載量】大型車2台、乗用車6台
　　　　（普通乗用車のみなら18台）
　　　　　旅客95人
【総工費】約２億5,700万円

問い合わせ先
○なんきゅうフェリー山川営業所　☎㉞0012
○商工水産課商工運輸係　☎㉒2111（内線312）

※この他、往復割引サービスなども現在検討中です。

　大隅半島の市町で組織する大隅総合開発期成会では、山
川−根占航路の新船就航を記念して、運賃の割引キャンペ
ーンを開催中です。
【対象】11月30日までの土・日・祝日に、山川港から根占
　　港へ向かう全便。
【適用車種・助成額】
　○軽自動車・普通車　　500円
　○125cc以上の二輪車　300円
【手続き】乗船前に、簡単な申請書を記入していただくだ
　　けで、割引運賃で乗船できます。

　市や南大隅町、商工会や観光協会などで組織する山川・
根占航路運航推進協議会では、山川−根占航路の利用者に
対し、次の助成を行っています。
地域間交流事業への助成
【対象】南大隅町で交流を行う指宿市民の団体。
　○10人以上の団体　１団体あたり   10,000円
　○５人以上の団体　１団体あたり    5,000円
【手続き】航路の利用後、市商工水産課商工運輸係に領収
　　書等を持参し、申請してください。
タクシー利用への助成
【対象】11月30日までに、根占港から佐多岬周辺を観光す
　　るタクシー（３時間15,000円）の利用者。
【助成額】9,000円
【手続き】乗船前に、なんきゅうフェリー山川営業所で乗
　　船証明書をもらってください。

あいさつをする㈲南九船舶の今村勝博代表取締役

多くの関係者に見守られ、乗り込む乗船客

根占港でも第１便到着を祝福

車両の長さ 運　賃
３ｍ未満  2,300円

３〜４ｍ未満  2,600円
４〜５ｍ未満  3,100円
５〜６ｍ未満  4,100円
６〜７ｍ未満  5,100円
７〜８ｍ未満  6,300円
８〜９ｍ未満  7,500円
９〜10ｍ未満  8,900円
10〜11ｍ未満 10,000円
11〜12ｍ未満 11,000円
　　12ｍ以上

（１ｍ増すごとに） +1,000円

山川港発 根占港発
 8：00 9：00
10：00 11：00
13：00 15：00
16：00 17：00

※所要時間は、約50分です。
※先着順の乗船になります。

予約は、15人以上の団体のみ受け付けて
います。

※車両・旅客定員に制限があります。	
　乗船できなかった場合は、ご了承くださ
　い。
※出航15分前までに乗船手続きをお願いし
　ます。

※障害者割引があります。
※小学生未満は、大人１人につき１人無料
　です。
※団体割引（15人以上）
　・大人：１割引
　・小学生以下：小人運賃１割引
　・中学〜大学生：大人運賃３割引	

※運転手の旅客運賃を含みます。

※運転手の旅客運賃が必要です。

種　　別 運　賃
自転車 300円
125cc未満 600円
125〜750cc未満 800円
750cc以上 1,100円

種　　別 運　賃
大人（中学生以上） 700円
小人（小学生以下） 400円

車両運賃表

二輪運賃表

旅客運賃表	 	

運航ダイヤ	 	

新造船はこんな船

山川－根占航路本格運航再開
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長寿番付表
８月24日現在（敬称略）市内に住む100歳以上の方々

横綱
大関
関脇
小結

前頭筆頭
前頭二枚目
前頭三枚目
前頭四枚目
前頭五枚目
前頭六枚目
前頭七枚目
前頭八枚目
前頭九枚目
前頭十枚目
前頭十一枚目
前頭十二枚目
前頭十三枚目
前頭十四枚目
前頭十五枚目
前頭十六枚目
前頭十七枚目
前頭十八枚目

番付 西東
垂門
細田西
下吹越
宮
東下
前原下
南迫田
大当
脇
中組
仮屋
薩摩富士荘
東
前薗下
徳光
徳光苑
天神下
宮ヶ浜
谷村下
下吉
中組
上野西

小吉　ヨシ（105・女）
谷迫　イセ（104・女）
富家喜美子（103・女）
坂口カメマツ（102・女）
中村シツカ（102・女）
田畑　　文（102・女）
今村フミエ（101・女）
野元　スエ（101・女）
井上ミチエ（101・女）
前田アツエ（101・女）
横山タチヨ（101・女）
德留　ミ子（100・女）
上床　ミセ（100・女）
川上オキノ（100・女）
德留　ユキ（100・女）
竹下　キミ（100・女）
池堂キミヱ（100・女）
上玉利フチエ（100・女）
中村タケマツ（100・女）
京田　ノエ（100・女）
　平ハルヱ（100・女）

迫北
前薗上
湯之里
市山下
薩摩富士荘
北十町
町２区東
尾掛
西開聞
野元
川尻中
大園原
北十町
脇
大牟礼中
摺ヶ浜中
大牟礼西
大牟礼東
今村
玉井
下里

平成23年度

※希望者のみ掲載しています。

増永　虎吉（108・男）
西山　テル（104・女）
有村　ミ子（104・女）
坂本ヲエイ（102・女）
前畠イセマツ（102・女）
上瀬　シヲ（102・女）
南　　ヨシ（102・女）
當時久保ヨシ（101・女）
新村　ナセ（101・女）
紀　　トク（101・女）
　﨑　スミ（101・女）
今井　エダ（101・女）
坂元ミサヱ（100・女）
堀内タケマツ（100・女）
迫田オキミ（100・女）
米滿キクエ（100・女）
南　　トエ（100・女）
坂本　純孝（100・男）
西　ハルエ（100・女）
　鍵シツエ（100・女）
野間口　子（100・女）
中村　文子（100・女）

長
寿
の

輝
き

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

　
　
　
　

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

　「敬老の日」の由来は、昭
和22年に兵庫県野間谷村（現
在は多可町）で始まった「と
しよりの日」です。「としより
の日」は、老人を大切にし、
高齢者の知恵を借りて村づく
りをしようと、気候のよい９
月15日に定められました。
　昭和25年には兵庫県全体で
９月15日を「としよりの日」
にしようとする県民運動が開
始されました。翌年には、全
国社会福祉協議会が全国運動
を提唱し、９月15日から21日
までの１週間を運動週間とし
て、全国でさまざまな活動が
推進されました。
　その後、「としよりの日」は
「老人の日」に改称され、昭
和41年には国民の祝日「敬老
の日」へと発展しました。平
成13年には老人福祉法が改正
され、平成14年からは９月15
日を「老人の日」、21日までの
１週間を「老人週間」と定め
ました。そして、「国民の祝日
に関する法律」の改正により、
平成15年から、９月の第３月
曜日が「敬老の日」となり、
現在に至っています。
　「敬老の日」は、諸外国に
はない日本独特の祝日です。

敬老の日の由来
毎
日
の
自
己
流
体
操
が

　
　
　
　

健
康
の
秘
け
つ

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
本
市
在
住
の
高
齢
者
に
対
し
、
長
寿

を
祝
福
し
、
敬
愛
の
意
を
表
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
金
額

　

平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住

所
を
有
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
満
年
齢
で

次
の
表
に
該
当
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
満
１
０
０
歳
に
達
し
た
人
に
は
、
誕
生

　

日
に
訪
問
し
、
特
別
敬
老
祝
金
（
10
万

　

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
方
法

　

対
象
者
に
文
書
で
通
知
し
、
９
月
19
日

の
敬
老
の
日
ま
で
に
支
給
し
ま
す
。

※
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
も
記
念
品
を

　

支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
長
寿
社
会
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

敬
老
の
日
特
集

　

９
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　

８
月
１
日
現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
90
歳

以
上
の
人
は
９
３
０
人
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
47
人
い
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
来
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
。

ご
長
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

敬
老
祝
金
の
支
給

対象者 金額

満80歳
5,000円

満85歳

満88歳

10,000円
満90歳

満95歳

満99歳

満105歳 50,000円

対象者と金額

南　

ヨ
シ 

さ
ん
（
１
０
２
歳
）

　
　
　
　
　

南
迫
田

敬老の日特集

　

南
ヨ
シ
さ
ん
は
、
南
迫
田
の
自
宅
で
娘

と
孫
の
３
人
で
暮
ら
す
、
明
治
42
年
８
月

生
ま
れ
の
１
０
２
歳
。
長
生
き
を
さ
れ
て

い
る
南
さ
ん
に
、
長
寿
の
秘
け
つ
や
思
い

出
話
な
ど
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

「
終
戦
の
年
に
主
人
が
戦
死
し
、
両
親

と
中
学
２
年
生
、
小
学
６
年
生
の
子
ど
も

た
ち
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
と
に
か

く
畑
仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
、
こ
う
し
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、

若
い
こ
ろ
の
苦
労
が
、
丈
夫
な
体
に
し
て

く
れ
た
こ
と
と
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も

食
べ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
毎
日
自
己
流
の
体
操
を
１
〜
２
回

や
っ
て
体
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
も
、
長

生
き
の
秘
け
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
番

の
思
い
出
は
、
全
国
各
地
を
旅
し
た
こ
と
。

大
型
貨
物
船
の
１
等
航
海
士
だ
っ
た
主
人

の
船
が
、
ど
こ
ど
こ
の
港
に
入
る
と
分
か

れ
ば
、
そ
の
地
ま
で
会
い
に
出
掛
け
て
い

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
１
０

０
歳
の
誕
生
日
記
念
に
、
子
ど
も
や
孫
、

ひ
孫
た
ち
が
集
ま
り
、
祝
っ
て
く
れ
た
こ

と
。
今
は
、
自
宅
か
ら
見
え
る
き
れ
い
な

景
色
を
眺
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

　

眼
鏡
な
し
で
新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
、

時
代
劇
や
国
会
中
継
を
見
た
り
す
る
の
が

好
き
だ
と
い
う
南
さ
ん
。
と
て
も
１
０
２

歳
と
は
思
え
な
い
元
気
ぶ
り
で
す
。
い
つ

ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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訪
問
理
容
・
美
容
助
成
事
業

　

自
宅
で
寝
た
き
り
の
65
歳
以
上
の
人
が
、

理
容
・
美
容
業
者
の
出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
に
、
理
容
料
や
美
容
料
の

助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
家

族
な
ど
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

■
助
成
額　

出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス
１
回
に

　

つ
き
、
２
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
た
２

　

分
の
１
の
額
（
年
４
枚
ま
で
。
た
だ
し
、

　

枚
数
は
申
請
月
で
異
な
り
ま
す
。）

■
手
続
き　

印
鑑
、
保
険
証
等
が
必
要

紙
お
む
つ
等
支
給
事
業

　

在
宅
で
、
要
介
護
３
以
上
と
認
定
さ
れ

た
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
に
、

１
カ
月
３
，０
０
０
円
、
ま
た
、
要
介
護
４

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
１
カ

月
６
，０
０
０
円
を
限
度
に
紙
お
む
つ
等
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
限
度

　

額
内
の
１
割

■
手
続
き　

印
鑑
、
介
護
保
険
証
ま
た
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
が
必
要

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

食
の
確
保
と
自
立
支
援
を
推
進
す
る
た

め
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
訪
問
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
決
定
は
、
面
接
調
査
を
行
い
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

　

日
曜
日
と
年
末
年
始
等
を
除
き
、
昼
食
・

夕
食
を
配
達
す
る
こ
と
で
、
併
せ
て
安
否

確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

■
利
用
料　

１
食
４
５
０
円
（
低
所
得
者

　

は
４
０
０
円
）

■
手
続
き　

印
鑑
が
必
要

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

迅
速
で
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
通
報
装
置
（
ご
く
簡
単
な
操
作
で
、

緊
急
事
態
を
自
動
的
に
通
報
で
き
る
装
置
）

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

４
，７
０
０
円

■
手
続
き　

印
鑑
、
居
住
地
域
の
民
生
委

　

員
の
意
見
（
同
意
）
が
必
要

老
人
福
祉
車
購
入
費
助
成

　

歩
行
の
際
に
つ
え
等
が
必
要
な
高
齢
者

が
、
老
人
福
祉
車
（
手
押
し
車
）
を
購
入

す
る
場
合
に
、
購
入
前
の
申
請
に
よ
り
４
，

０
０
０
円
の
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
で
在
宅
の
人

■
手
続
き　

印
鑑
、
居
住
地
域
の
民
生
委

　

員
の
意
見
（
同
意
）
が
必
要

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
助
成

　

健
康
保
持
と
保
健
の
向
上
を
図
る
た
め
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
は

り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施

術
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
８
０
０
円
（
年

　

間
30
枚
）

■
手
続
き　

印
鑑
、
保
険
証
等
が
必
要

砂
む
し
温
泉
無
料
入
浴
（
砂
楽
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

年
間
24
回
を
限
度
と
し
て
砂
む
し
会
館「
砂

楽
」
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
入
浴
料　

無
料
（
た
だ
し
、
貸
し
浴
衣

　

代
、
タ
オ
ル
代
が
各
１
０
０
円
必
要
）

■
手
続
き　

印
鑑
、
保
険
証
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、
砂
楽
（
☎
㉓

３
９
０
０
）
で
申
請

　

こ
の
他
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
、
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
と
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん

の
温
泉
入
浴
助
成
（
１
回
２
０
０
円
・
年

48
回
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
手
続
き　

免
許
証
等
の
身
分
証
明
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
そ
の
手
帳
）

を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
・
内
線
２
８
４
）
ま

た
は
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係
で
申
請

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

比
較
的
元
気
な
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
公
民
館
等
で
介
護
予
防
の

各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

■
手
続
き　

印
鑑
を
持
参
し
、
ふ
れ
あ
い

デ
イ
事
務
局（
☎
㉗
０
８
２
２
）で
申
請

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
長
寿
社
会
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
定
年
な
ど
で
退

職
し
た
後
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
の

機
会
を
得
た
い
と
願
う
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

に
経
験
や
能
力
を
生
か
せ
る
仕
事
を
提
供

し
、
自
ら
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
会
員
数
は
２
５
５
人
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
草
刈
り
や
庭
木
の
せ

ん
定
、
農
作
業
、
屋
内
外
の
清
掃
、
大
工
、

左
官
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

会
員
登
録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

床の張り替え

チラシ配付
あて名書き 洗たく

留守番・家事全般の
お手伝い・話相手
留守番・家事全般の
お手伝い・話相手

雨どいの掃除
（１階のみ）

植木の手入れ
（せん定）

障子の
張り替え

水回りの掃除水回りの掃除

板塀造り・
ペンキ塗り
（大工）

棚作り

パソコンでの
原稿づくり　草取り・芝刈り

（手作業と機械刈り）

ブロック積み
（左官）

花壇作り

水やり

波板の
張り替え

倉庫・物品庫等
の片付け
倉庫・物品庫等
の片付け

買い物

畑作業

網戸の張り替え

食事の支度

庭掃除
賞状書き・命名書

子守り・育児の
お手伝い

窓ふき

家具などの移動
（同じフロアのみ）
家具などの移動

（同じフロアのみ）

家庭内外の掃除
（年末の大掃除等）

お気軽にご相談ください
こんな仕事を引き受けています

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

○
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
指
宿
老

　

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
）

　

☎
㉓
５
１
３
０

○
同
セ
ン
タ
ー
山
川
支
所
（
山
川
老
人
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉗
６
０
１
０

会
員
の
声

せ
ん
定
作
業

入会してまだ１カ月ですが、毎日やりがい
のある仕事ができてうれしいです。

芝
刈
り
作
業

伸びた芝を刈ってきれいになった庭を見る
と、とても気持ちがよいです。

吉山　太志さん（仮屋）

シルバー人材センター
シルバー人材センターとは
　○地方公共団体等が助成する、営利を目的としない団体です。
　○仕事の契約は、同センターと発注者との間で結びます。
　○会員は団体傷害保険に加入し、万一の就業中の事故に対処しています。

湯ノ口　忠志さん（玉利）

豊かな経験を生かしませんか
敬老の日特集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

　

市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
み
ん
な
で
語
ろ
会
」
は
、
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

　

市
長
（
担
当
部
課
長
を
含
む
）
が
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
伺
い
、
団
体
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
解

決
策
を
出
席
者
全
員
で
討
論
し
ま
す
。

　

「
市
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
、
提
言

す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、「
課

題
や
解
決
策
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
、

見
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
、

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
宮
ヶ
浜

地
区
、
上
野
区
、
利
永
区
な
ど
市
内
９
団

体
と
実
施
し
ま
し
た
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
10

人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ
ー

マ
と
し
ま
す
。

開
催
期
間　

10
〜
11
月
の
平
日
で
、
希
望

日
時
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は

10
〜
21
時
の
間
で
、
90
〜
１
２
０
分
程

度
で
す
。

開
催
会
場　

各
団
体
の
活
動
場
所
や
校
区

公
民
館
等

申
込
締
切
日　

９
月
22
日（
木
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
指
宿
庁
舎
総
合
案
内
お
よ

び
市
長
公
室
秘
書
係
、
山
川
・
開
聞
各

支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
秘
書
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　

ＦＡＸ
㉔
３
８
２
６

ひ
る
ど
き
！

ラ
ン
チ
で
語
ろ
会

New
　

「
ひ
る
ど
き
！
ラ
ン
チ
で
語
ろ
会
」
は
、

今
回
新
た
に
企
画
し
た
事
業
で
す
。

　

市
長
が
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
団
体
活
動
や
市
政

な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り
合
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
熱
い
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
と
し
、
参

加
人
数
は
４
人
以
上
９
人
ま
で
。　

テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ
ー

マ
と
し
ま
す
。

開
催
期
間　

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
ま
す
。

開
催
は
、
平
日
の
12
〜
13
時
を
基
本
と

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
に
つ
い
て
は

市
長
公
務
と
の
調
整
の
上
、
決
定
し
ま

す
。

開
催
場
所　

各
団
体
の
活
動
場
所
と
し
ま

す
（
市
長
応
接
室
も
可
能
で
す
）。

そ
の
他

○
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
市

長
の
昼
食
は
持
参
し
ま
す
）。

○
個
人
的
な
苦
情
、
陳
情
、
要
望
等
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
が
語
り
合
う
「
対
話
」
の
場

と
し
て
「
ひ
る
ど
き
！
ラ
ン
チ
で

語
ろ
会
」
と
「
み
ん
な
で
語
ろ
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

市
は
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
共
生
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

提
案
公
募
型
補
助
事
業
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
自
由
な
提
案
で
実

施
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
応
援
す

る
事
業
で
す
。
市
と
協
働
に
よ
り

取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

成
果
が
見
込
ま
れ
る
テ
ー
マ
を
５

つ
設
定
し
、
今
年
度
２
回
目
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。
６
団
体
（
６

事
業
）
の
応
募
が
あ
り
、
学
識
経

験
者
や
市
民
代
表
で
構
成
す
る
行

政
評
価
委
員
会
の
審
査
の
結
果
に

基
づ
き
、
６
事
業
（
補
助
金
総
額

１
４
６
万
円
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
推
進
事
業

『
体
力
年
齢
を
知
ろ
う
〜
体
力
テ

ス
ト
２
０
１
１
』（
第
１
回
）

　

体
力
に
自
信
が
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何

か
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
も
、

自
分
の
体
力
・
運
動
能
力
を
知
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

９
月
26
日（
月
）

時
間　

９
時
30
分
か
ら
20
時
30
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
都
合
の

よ
い
時
間
帯
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

内
容　

年
齢
区
分
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
６
種
目
（
握
力
や
上
体
起

こ
し
等
）
を
行
い
、
体
力
年
齢

を
判
定
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
体
力
・
健
康
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

２
カ
月
に
１
回
程
度
（
計
４
回
）

実
施
予
定
で
、
今
回
が
そ
の
第

１
回
目
で
す
。

準
備
す
る
も
の　

運
動
で
き
る
服

装
、
屋
内
運
動
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど
。

対
象
者　

20
〜
79
歳

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

○
指
宿
ア
イ
ア
ン
マ
ン
俱
楽
部
事

務
局

　
☎
０
８
０-

４
５
２
２-

２
９
８
７

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

　

☎
㉗
０
２
０
３

Asia! Business! C
hallenge!

『
中
国
人
・
韓
国
人
と
の
１
泊
２

日
の
宿
泊
学
習
』

期
日　

10
月
１
日（
土
）〜
２
日（
日
）

時
間　

10
月
１
日（
土
）９
時
30
分

〜
（
９
時
〜
受
付
）

場
所　

南
薩
少
年
自
然
の
家
（
南

さ
つ
ま
市
金
峰
町
高
橋
３
２
５

２
番
地
）

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

内
容　

県
内
在
住
の
大
学
院
来
日

留
学
生
を
講
師
に
招
き
、
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
日
常
生
活

を
含
め
た
異
文
化
交
流
や
、
日

常
会
話
を
中
心
と
し
た
語
学
研

修
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

中
学
３
年
生
以
上
の
市

民
※
中
学
・
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

参
加
費　

４
，０
０
０
円（
宿
泊
費・

　

食
費
・
保
険
代
含
む
。）

定
員　

30
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
商
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会

事
務
局

☎
０
８
０-

４
５
２
２-

２
９
８
７

　

usuyam
a55@

yahoo.co.jp

平成23年度（第２回目）提案公募型補助事業の採択事業
No 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

１
ふるさと再発見
地域丸ごと探検
事業

柳田校区自治
公民館連絡協
議会

小・中学生を中心に「ふるさと調査探検隊」を結成し、校区内の12
地区それぞれの地域資源や伝統・文化の魅力を発見しながら、ふる
さとマップを作成し、まちづくりに対する意識醸成を図る。

200,000円

2 Asia! Business!
Challenge!

指宿商業高校
ＰＴＡ理事会

中国や韓国の留学生との宿泊学習や、定期的な交流学習などを通じ
て、日常会話や文化を学び、中国や韓国の観光客へのおもてなしに
つなげる。

200,000円

3 ぴんぴんころり
推進事業

指宿アイアン
マン倶楽部

市民を対象に、２カ月に１回程度の体力テストを実施し、体力・運
動能力を知ってもらい、その現状に応じたアドバイスやサポートを
行っていく。また、健康セミナーも開催し、健康・体力づくりにつ
なげる。

200,000円

4
今和泉地域にお
ける「いぶたま」
歓迎事業

今和泉いぶた
ま歓迎隊

指宿の玄関口である今和泉地域で、公民館活動やＰＴＡ活動などに
合わせて「いぶたまに小旗を振って歓迎する運動」をはじめとする
「いぶたま」歓迎行動を継続的に展開する。

200,000円

5
池田湖畔清掃の
ための環境整備
事業

池田校区自治
公民館連絡協
議会

池田湖畔の除草等の清掃作業の障害となっているがれきや暖竹等を
除去して安全性を確保し、安心して活動に参加できる環境づくりを
行うとともに、地元をはじめ観光客が池田湖に親しめる癒やしの空
間づくりを行う。

160,000円

6 自然の学び舎
や

かえるの学校
農産物を活用した農業体験や地域の資源を活用した体験授業を通じ
て、子どもたちの感受性をはぐくむとともに、自然の大切さや指宿
産の農産物の魅力を発信する。

500,000円

ち
ょ
っ
と
市
長
と
語
ろ
会か

い

　
　

〜
市
長
と
語
る
２
つ
の
対
話
集
会
〜

み
ん
な
で
語
ろ
会

6事業を採択
平成23年度（第２回目）

提案公募型
補助事業
〜市民との協働の
　まちづくりを目指して〜
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第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、

13
の
推
進
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
推
進
項
目
に
基
づ
き
、
平
成

22
年
度
は
73
の
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
実
施
状
況
や
効
果
な

ど
を
検
証
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど

の
項
目
は
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お

り
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
の
実
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
各
項
目
の
金
額

は
、
平
成
22
年
度
実
績
な
ど
を
参

考
に
算
出
し
て
い
ま
す
）。

○
新
た
な
財
源
の
確
保

　

本
市
の
豊
か
な
資
源
等
を
有
効

活
用
し
、
開
聞
岳
登
山
証
明
書

や
知
林
ヶ
島
渡
島
証
明
書
等
の

販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。（
販
売

実
績
額
29
万
円
）

○
広
報
紙
等
へ
の
広
告
の
掲
載

　

財
源
確
保
策
の
一
つ
と
し
て
、

広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有

料
広
告
掲
載
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
広
告
実
績
額
１
２
２
万
円
）

○
未
利
用
財
産
の
処
分

　

未
利
用
財
産
の
売
却
計
画
を
見

　

直
し
、
計
画
的
に
売
却
を
実
施

し
ま
し
た
。（
売
却
実
績
額
２
，３

　

６
７
万
円
）

○
経
費
削
減
の
取
り
組
み

　

委
託
料
や
旅
費
、
消
耗
品
費
な

ど
、
経
費
全
般
の
徹
底
的
な
見

直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。（
削
減

実
績
額
１
億
１
，２
７
０
万
円
）

○
職
員
の
給
料
等
を
削
減　

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
月
例

給
お
よ
び
期
末
・
勤
勉
手
当
等

を
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管

理
職
手
当
を
10
％
削
減
し
ま
し

た
。（
削
減
実
績
額
３
，９
５
６
万

　

円
）

○
人
件
費
の
抑
制

　

効
果
的
な
人
員
配
置
、
お
よ
び
、

再
任
用
職
員
や
臨
時
職
員
の
活

用
に
よ
り
、
人
件
費
の
抑
制
を

図
り
ま
し
た
。（
削
減
実
績
額
１

　

億
５
，４
１
１
万
円
）

○
職
員
数
の
削
減

　

事
務
事
業
や
組
織
機
構
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
21
年
度
と
比

較
し
、
18
人
の
職
員
数
を
削
減

し
ま
し
た
。

※
職
員
数
は
、
各
年
度
４
月
１
日

現
在
の
全
職
員
数
（
臨
時
職
員

を
除
く
）
で
す
。

※
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

平
成
22
〜
24
年
の
３
年
間
で
34

人
の
職
員
削
減
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

○
外
部
評
価
の
実
施

　

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
を
、
市

民
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

外
部
評
価
機
関
「
行
政
評
価
委

員
会
」
に
よ
り
、
外
部
評
価
を

実
施
し
ま
し
た
。

※
事
務
事
業
評
価　
　

18
件

※
補
助
金
評
価　
　
　

１
件

※
新
規
補
助
金
評
価　

３
件

○
提
案
公
募
型
補
助
事
業
の
実
施

　

市
民
と
の
共
生
・
協
働
を
進
め

る
た
め
、
市
民
の
自
由
な
提
案

に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
し
た
。
22
年
度

は
32
件
の
応
募
が
あ
り
、
20
事

業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。（
補
助

金
総
額
４
５
８
万
円
）

　

第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
取

り
組
み
は
、
平
成
23
年
度
の
計
画

も
合
わ
せ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
し
く
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
今
後
も
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
行
財
政
改
革

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
改
革
推
進
室
行
革
推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

概
　
要

平
成
22
年
度
の
主
な
実
績

　

第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
22
〜
24
年

度
に
お
い
て
、
行
財
政
改
革
を
行
う
た
め
の
具
体

的
な
実
施
計
画
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
改
革
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
定
期
的
に
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
の
実
績
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
の
行
財
政
改
革

〜
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
〜

職員数 増　減

17年度 599

18年度 570 -29

19年度 549 -21

20年度 528 -21

21年度 510 -18

22年度 492 -18

累計 -107

　

３
月
12
日
に
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
が
全
線
開
業
し
、
ま
た
、

指
宿
枕
崎
線
に
は
、
観
光
特
急
列

車
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
が
導
入

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
指
宿
駅

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

列
車
で
本
市
を
訪
れ
た
観
光
客

が
、
気
軽
に
市
内
散
策
を
楽
し
ん

だ
り
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
か

ら
の
手
軽
な
交
通
手
段
に
利
用
し

た
り
で
き
る
よ
う
に
、
レ
ン
タ
ル

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
（
愛
称
「
い

ぶ
り
ん
」）の
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

「
い
ぶ
り
ん
」
は
、
市
が
購
入

し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
40
台

を
、（
社
）指
宿
市
観
光
協
会
が
借

り
受
け
て
運
営
し
、
指
宿
駅
構
内

の
指
宿
市
総
合
観
光
案
内
所
や
市

内
の
主
要
宿
泊
施
設
・
観
光
施
設

等
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
料
金

は
２
時
間
以
内
５
０
０
円
か
ら
で
、

１
日
レ
ン
タ
ル
の
場
合
は
２
，０
０

０
円
で
す
。

　

ま
た
、
指
宿
市
総
合
観
光
案
内

所
な
ら
び
に
参
加
宿
泊
施
設
間
に

限
り
、
追
加
料
金
３
０
０
円
で
乗

り
捨
て
も
可
能
で
す
。

　

指
宿
は
、
観
光
名
所
や
観
光
施

設
が
点
在
す
る
観
光
地
。
景
勝
地

や
史
跡
、
温
泉
等
を
自
分
の
ペ
ー

ス
で
じ
っ
く
り
巡
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
自
転
車
観
光
の
魅
力
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
「
い
ぶ
り
ん
」
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
市
総
合
観
光
案
内
所

☎
㉒
４
１
１
４

レ
ン
タ
ル
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

「
い
ぶ
り
ん
」

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
④

観
光
シ
リ
ー
ズ

公有財産を売却します
上野地区
営農研修館

中村商店

前田商店

開聞上野

上野簡易郵便局

旧農協
上野支所

売却物件

〒

入札参加資格
個人（市外在住でも可）、複数人（共有名義）、法人
のいずれでも参加できます。
事前に、水道課管理係で「入札案内書」を入手し、
必要事項を記入の上、申し込んでください。なお、
当日は次のものを入札会場に持参してください。

○入札保証金
　入札に参加する人が見積もった入札金額の５％以

上に相当する金額、または銀行振出小切手
○本人の実印
　代理人が入札に参加する場合は、委任状と代理人

の印鑑を持参してください。
○200円の収入印紙
　法人または自営業者のみ必要です。
売却する物件　開聞上野字射場園1790番６
現地説明会　なし
入札参加申込期限　９月20日（火）17時まで
入札・開札日時　９月26日（月）10時から
入札・開札場所　指宿庁舎１階第２会議室

問い合わせ先
　指宿市水道課管理係
　☎㉒2111（内線382）

開聞上野字射場園1790番6（旧上野配水池跡）
【面積】453㎡　【地目】水道用地

入札に関する事項

　市では、公有財産を一般競争入札により売却します。
　入札を希望する人は、以下に記載した事項を承諾の
上、参加してください。
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報
恩

謝
徳

　

二
百
十
日
が
過
ぎ
れ
ば
中
秋
の

名
月
、
そ
し
て
彼
岸
で
す
。

　

虫
の
音
は
次
第
に
強
く
な
り
、

木
の
実
は
赤
く
色
付
い
て
、
野
山

が
秋
色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
ち
い
さ
い
秋
、
ち
い
さ
い
秋
、

ち
い
さ
い
秋
、
見
つ
け
た
…
」
子

ど
も
の
こ
ろ
に
歌
っ
た
秋
の
歌
で

す
。
詩
人
で
あ
り
、
画
家
で
も
あ

っ
た
竹
久
夢
二
は
、
夕
方
に
黄
色

い
花
を
咲
か
せ
る
待ま

つ
よ
い
ぐ
さ

宵
草
を
こ
う

詠
ん
で
い
ま
す
。

　

待
て
ど
暮
ら
せ
ど
来
ぬ
人
を

　
　
　

宵よ
い
ま
ち
ぐ
さ

待
草
の
や
る
せ
な
さ
…

　

待
宵
草
は
夏
の
季
語
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
秋
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し

く
、
虫
の
鳴
く
月
夜
に
咲
く
姿
が

似
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ピ
ン
ク
や
白
の
コ
ス
モ
ス
が
目

に
付
く
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
野

原
い
っ
ぱ
い
の
花
が
風
に
そ
よ
ぐ

の
を
想
像
す
る
と
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。
コ
ス
モ
ス

は
和
名
で
秋
桜
。
植
物
を
和
名
で

呼
ん
で
み
る
の
も
風
流
で
す
。

　

街
路
樹
の
こ
ず
え
の
先
に
は
、

い
わ
し
雲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

空
も
す
っ
か
り
秋
の
色
で
す
。
秋

は
夜
空
も
似
合
い
ま
す
。

　

満
月
の
翌
日
は「
十い

ざ
よ
い

六
夜
」。「
い

ざ
よ
う
」に
は
、「
た
め
ら
う
」、「
ぐ

ず
ぐ
ず
す
る
」
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
月
の
出
が
前
日
よ
り
少
し
遅

れ
る
た
め
、
月
が
顔
を
見
せ
る
の

を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇し
て
い
る
と
昔
の
人
は
思

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

「
立
ち
待
ち
の
月
」、「
居
待
ち

の
月
」、そ
し
て
「
寝
待
ち
の
月
」。

そ
ん
な
夜
、
小
さ
な
秋
を
見
つ
け

て
み
た
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

秋
き
ぬ
と　

目
に
は
さ
や
か
に

　

見
え
ね
ど
も　

風
の
音
に
ぞ　

　

驚
か
れ
ぬ
る
（
古
今
和
歌
集
）

　

こ
の
歌
を
詠
ん
だ
藤
原
敏
行
も
、

き
っ
と
「
風
読
み
の
達
人
」
で
あ

り
、「
秋
読
み
の
風
流
人
」
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男

風
を
読
み
、
秋
を
読
む

～
小
さ
い
秋
、
見
つ
け
た
い
～

　

幸
屋
遺
跡
は
、
西
指
宿
中
学
校

か
ら
池
田
湖
へ
向
か
う
県
道
沿
い

の
幸
屋
交
差
点
付
近
に
広
が
っ
て

い
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
、
広
域

農
道
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成
17

年
に
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
、
桜
島
の
火
山
灰

を
挟
ん
で
上
下
に
沼
地
や
湿
地
に

堆
積
し
た
泥
炭
層
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
か
ら

約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代
に
幸
屋

周
辺
に
沼
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

幸
屋
遺
跡
は
、
火
山
銀
座
と
呼

ば
れ
る
指
宿
な
ら
で
は
の
火
山
噴

出
物
の
地
層
が
数
多
く
堆
積
し
て

い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
今
か
ら

約
７
，３
０
０
年
前
に
硫
黄
島
の
火

山
噴
火
で
噴
出
さ
れ
た
火
砕
流
は
、

こ
の
場
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
「
幸
屋
火
砕
流
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
桜
島
や
池
田
湖
、

今
和
泉
沖
か
ら
噴
出
さ
れ
た
火
山

灰
や
軽
石
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　

幸
屋
遺
跡
は
、
考
古
学
的
に
重

要
な
遺
跡
で
あ
る
と
同
時
に
、
火

山
灰
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
聖
地

の
よ
う
な
場
所
な
の
で
す
。

　

幕
末
、
西
欧
列
強
が
開
国
を
迫

っ
て
い
た
時
代
、
琉
球
に
は
英
仏

の
軍
艦
が
押
し
寄
せ
、
通
商
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
年
）、こ

の
琉
球
問
題
解
決
の
た
め
に
島
津

斉
彬
は
、
幕
府
の
命
令
を
受
け
鹿

児
島
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
斉
彬

は
、
迫
り
来
る
西
欧
列
強
の
脅
威

に
対
抗
す
る
た
め
藩
内
を
巡
検
し
、

山
川
港
の
沿
岸
４
カ
所
に
新
た
な

砲
台
の
設
置
を
命
じ
ま
し
た
。

　

山
川
の
豪
商
・
河こ

う
の
か
く
べ
え

野
覚
兵
衛
宅

に
一
泊
し
た
斉
彬
は
翌
日
、
竹
山

の
麓ふ

も
とで

砲
術
訓
練
を
行
い
、
小
休

憩
の
た
め
に
大
山
の
正し

ょ
う
ご
じ

護
寺
に
も

立
ち
寄
っ
た
よ
う
で
す
。

　

正
護
寺
の
跡
地
に
は
、「
大
山
の

住
民
は
、
親
し
く
公こ

う

の
颯さ

っ
そ
う爽

た
る

英え
い
し姿

と
崇
高
な
る
盛せ

い
と
く徳

と
を
拝
し
、

歓
喜
欣き

ん
ぼ慕
措お

く
所
を
知
ら
ざ
り
し

と
言
う
」
と
記
し
た
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。
碑
文
か
ら
、
斉
彬
の
来

訪
で
歓
喜
に
沸
い
た
地
元
の
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
風
に
言

え
ば
「
斉
彬
フ
ィ
ー
バ
ー
」
と
言

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
緊
迫

し
た
状
況
の
中
、
そ
れ
だ
け
斉
彬

に
期
待
す
る
気
持
ち
が
大
き
か
っ

た
こ
と
の
表
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

翌
年
、
家
老
で
あ
っ
た
調ず

し
ょ
し
ょ
う

所
笑

左ざ
え
も
ん

衛
門
広ひ

ろ
さ
と郷
の
総
指
揮
の
下
、
斉

彬
が
構
想
し
た
砲
台
が
築
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
７
年
後
の
安
政
元
年

（
１
８
５
４
年
）、米
軍
艦
が
山
川

沖
に
来
航
し
た
の
で
す
。

幸こ
う
や屋

遺
跡 堆た

い

積
物
の
宝
庫
と

　
　
　

 
 

斉
彬
の
来
訪

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
64

斉な
り
あ
き
ら彬

来ら
い
ご
う郷

記
念
碑

調査当時の幸屋遺跡

斉彬来郷記念碑

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
や
観
光
特
急
列
車
「
い

ぶ
た
ま
」
の
運
行
に
よ
り
、
本
市

は
今
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
市
の
発
展
に

生
か
す
た
め
、
市
で
は
昨
年
か
ら

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
の
方
策
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
に
着
目　

　

中
国
は
、「
旅
行
者
人
口
が
日
本

の
３
倍
は
い
る
」
と
言
わ
れ
、
経

済
成
長
の
著
し
い
国
で
す
。
購
買

意
欲
が
非
常
に
高
く
、
東
京
の
秋

葉
原
な
ど
で
電
化
製
品
を
大
量
に

購
入
す
る
姿
を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

目
に
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

本
県
に
は
昨
年
、
１
，０
０
０
人
を

超
す
中
国
人
ツ
ア
ー
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
政
府
が
昨
年
７

月
、
中
国
人
へ
の
個
人
観
光
ビ
ザ

発
行
条
件
を
大
幅
に
緩
和
し
た
た

め
、
今
後
、
さ
ら
な
る
中
国
人
観

光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
市
は
、

こ
の
中
国
を
糸
口
に
し
て
、
ア
ジ

ア
全
域
か
ら
の
誘
客
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
中
国
で

の
拠
点
と
な
る
都
市
を
定
め
、
産

業
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
相
互
交

流
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

拠
点
都
市
の
人
々
に
指
宿
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
本
市
の
魅
力
で
あ

る
温
泉
や
先
進
医
療
を
活
用
し
た

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
豊
富
な
農

水
産
物
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
、

誘
客
が
期
待
で
き
ま
す
。

中
国
の
通
例
に
倣な

ら

い

　

市
が
中
国
に
的
を
絞
り
、
調
査

を
進
め
る
中
で
、
中
国
で
は
都
市

間
の
交
流
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
最
初
に
友
好
都
市
盟
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
姉
妹
都
市
盟

約
締
結
の
流
れ
と
は
異
な
り
、
最

初
に
、
交
流
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
、
か
つ
、
盟
約
が
締
結
で
き
る

都
市
を
探
す
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
外
務
省
や
中

国
大
使
館
な
ど
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
胶
南
市
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

外
務
省
等
か
ら
の
情
報
を
基
に
、

胶
南
市
の
位
置
、
産
業
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
本

市
と
の
共
通
点
も
多
い
こ
と
か
ら
、

交
流
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
月
に
仮
調
印

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
、

今
年
２
月
、
豊
留
市
長
が
胶
南
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
胶
南
市
は
、

指
宿
市
の
最
高
責
任
者
の
訪
問
を

熱
烈
に
歓
迎
し
、
友
好
都
市
盟
約

の
仮
調
印
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
で
は
、
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

友
好
都
市
盟
約
締
結
を
進
め
て
い
ま
す

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開
業
に
よ
り
、「
近
い
九
州
」
は
今
後
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
７
月
に
個

人
観
光
ビ
ザ
発
行
対
象
者
が
、
富
裕
層
か
ら
中
流
層
に
ま
で
緩
和
さ
れ
た
中
国
か
ら
の

観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
中
国
人
観
光
客
を
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
、
中
国
・
胶
南
市
と
友
好
都
市
※

盟
約
締
結
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

盟
約
を
結
ぶ
理
由
と

胶
南
市
に
決
め
た
経
緯

の
際
は
議
会
の
同
意
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
る
た
め
、
必
要
な
手
続

き
等
の
準
備
が
整
い
次
第
、
議
会

に
上
程
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
友
好
都
市
盟
約
の
締
結

に
は
調
印
を
要
す
る
た
め
、
そ
の

際
は
胶
南
市
の
代
表
団
が
本
市
を

訪
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
月
の
広
報
紙
で
は
、
胶
南
市

の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

友
好
都
市
…
中
国
で
は
、
都
市

間
交
流
に
は
上
下
関
係
を
示
す

「
姉
妹
」
と
い
う
表
現
を
使
用

せ
ず
、「
友
好
」
都
市
と
い
う
言

葉
を
用
い
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
は
、
姉
妹
都
市
と
同
等

の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

※

仮調印後、胶南市の張副市長（中央）と

中華人民共和国

胶南市の位置

Googleマップより

指
宿
市
＝
中
国
・
胶こ

う
な
ん南
市
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ズームアップ いぶすき

障害物を倒さないように

　平成15年の旧指宿市時代から市選挙管理委員会の
委員として、また、平成18年からは市選挙管理委員
長を５年務める東中川満志さん（外城市）が、全国
市区選挙管理委員会連合会の永年勤続表彰を受賞し
ました。東中川さんは、「あらためて責任の重さを感
じます。今後も、明るく公正な選挙の実施に心掛け、
若年層の投票率向上など、市民のための選挙に尽力
します」と抱負を語りました。

（～福元美穂選手からのメッセージ～）
　６月に開催されました「F I F A女子Ｗ杯ドイツ大
会」において、本当に多くの方々のご声援を受け、
「優勝」という最高の形で大会を終えることができ
ましたこと、心からうれしく感じております。
　また、このたび「国民栄誉賞」を団体受賞させて
いただき、自分自身、困惑する思いもありますが、
今後は賞の重みを十分に自覚し、その名誉に恥じぬ
よう、よりいっそうの努力を重ねていきたいと思い
ますので、今後ともご声援、よろしくお願いいたし
ます。

明るく公正な選挙に尽力し続ける東中川さん

委 員長の重責を称えられる
東中川満志さんが全国表彰

　旧開聞町時代から11年以上にわたり、選挙管理委
員会の委員を務める當房昭雄さん（加治）が、県選
挙管理委員会連合会の永年勤続表彰を受賞しました。
當房さんは、「受賞は、委員長や他の委員をはじめ、
関係する皆さんの温かいご指導のたまものと厚く感
謝いたします。これからもなおいっそうの創意と工
夫を重ね、本市の選挙管理委員会業務発展に最善の
努力を尽くします」と語りました。

市 民の政治参加に尽力
當房昭雄さんが県表彰

選挙事務改善にますます意欲的な當房さん

　

６
～
７
月
に
か
け
て
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」
で
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
所
属
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
、

本
市
出
身
の
福
元
美
穂
選
手
が
選
抜
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
を
感
動
と
喜
び
に
包
み
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
元
気
を
届
け

た
今
回
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
偉
業
に
対
し
、
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
国
民
栄
誉
賞
を
授

与
し
ま
し
た
。

　

指
宿
市
で
は
、
福
元
美
穂
選
手
に
対
し
て
平
成
20
年
11
月
４
日
、
指
宿
市
民
栄
誉
賞
を

授
与
し
て
い
ま
す
。

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

で
８
月
12
日
、
開
聞
そ
う
め
ん
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄て

い

疫

の
拡
大
感
染
が
心
配
さ
れ
た
た
め

や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
で
43
回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ

る
祭
り
は
、
市
内
外
か
ら
約
８
，０

０
０
人
も
の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま

し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
金
魚
す
く
い
や

か
き
氷
な
ど
多
く
の
露
店
が
立
ち

並
び
、
子
ど
も
や
家
族
連
れ
が
夏

の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
開
聞
龍
宮
太
鼓
の
演

奏
や
市
青
振
連
み
こ
し
と
山
川
か

つ
お
み
こ
し
の
共
演
で
幕
を
開
け
、

祭
り
ム
ー
ド
を
一
気
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
特

別
ゲ
ス
ト
の
ダ
ン
シ
ン
グ
谷
村
さ

ん
と
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
「
も

の
ま
ね
紅
白
歌
合
戦
」
が
催
さ
れ
、

場
内
は
歌
声
と
笑
い
声
で
包
ま
れ

ま
し
た
。
祭
り
の
ラ
ス
ト
は
、
開

聞
岳
を
背
に
、
約
３
，０
０
０
発
の

花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

人気者のダンシング谷村さん

祭りを盛り上げる山川かつおみこし かき氷の店前には行列も

かわいい金魚がとれたかな？ 多くの観客でにぎわう

しのぶちゃんのものまね
うちわデザインコンテスト

最優秀賞の濵上美桜さん（川尻中）

公
正
な
選
挙
を
支
え
続
け
る
２
氏
表
彰

第
６
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
Ｗ
杯

　

金
メ
ダ
ル
獲
得

国
民
栄
誉
賞
受
賞

　

福
元
美
穂
選
手

（前
原
上
出
身
）

第43回
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ズームアップ いぶすき
まちの話題

　市内の小学５年生から高校２年生までの児童・生
徒たちが、寝食を共にしながら指宿を再認識する「い
ぶすきふるさと探検隊」が、７月22～25日に行われ、
101人が参加しました。砂むし体験や伏目海岸の見
学、開聞岳登山など、指宿を満喫しました。参加し
た北指宿中２年の岡元拓也さん（北十町）は、「キャ
ンプや開聞岳登山など、この探検隊じゃないと体験
できないことが多くて楽しい」とうれしそうでした。

伏目海岸のわき出す温泉に興味津々

新 しい発見に驚き
子どもたちがふるさと探検

　７月17日・22日、指宿青年会議所が、地元に伝わ
る昔話を巻絵で再現してもらう作品コンクールを実
施しました。５・６年生を対象に募集し、約30人が
参加。子どもたちは４つの昔話を聞き、その１つを
選び４つの場面を描きました。絵は長さ約1.5ｍの巻
物に張り付けられ完成。作品は９月に審査会を開き、
優秀作品はカラーコピーして「指宿のたまて箱」の
乗客らに配り、指宿をＰＲする予定です。

　訪れる観光客らに涼しげな音色を楽しんでもらお
うと、７月26日に市役所でスズムシの配布が行われ
ました。今年で27回目になります。このスズムシは、
市職員OBが自宅で飼育した約4,000匹を無償提供し
たもので、８月10日の「宿の日」を前に、市内の宿
泊施設や観光施設等に配布されました。リーンと響
く音色にホテル関係者は、「毎年、お客様に喜んでも
らっている」と話しました。

巻絵づくりに取り組む子どもたちかわいいスズムシの合奏が響く

巻 絵で指宿ＰＲに一役夏 の夜の小さな演奏者
思い思いに描く指宿の昔話ホテル・旅館等にスズムシ配布

　７月17日、湊地区の六月灯が稲荷神社横で23年ぶ
りに開催されました。地区の有志らが実行委員会を
組織し、地区市外からの寄付で運営。会場には、浴
衣姿の親子連れや久しぶりの開催を喜ぶ高齢者でに
ぎわいました。実行委員長を務めた永田光志さん（湊
南）は、「地域を盛り上げる行事の復活を、２年前か
ら考えていました。みんなが喜んでくれたので、来
年以降も続けていきたい」とうれしそうでした。

　７月28日、山川高校で中学生１日体験入学が行わ
れ、市内外の３年生16人が同校の授業を体験しまし
た。園芸工学・農業経済科の授業では、農業機械体
験としてトラクターの実技指導が行われました。実
際に運転してみた開聞中の東川千尋さん（田中）は、
「家が農家なので経験してみたかった。操作が難し
かった。大変な作業なので、これからは家の手伝い
をしてあげたい」と話してくれました。

23 年ぶりの開催にぎわう高 校の授業は楽しい？
湊地区で六月灯復活山川高校で１日体験入学

多彩なステージに会場も盛り上がる上手く操作できているかな

　７月15日、県高校生徒商業研究発表大会が鹿児島
市であり、指宿商業高校など県内13校が、それぞれ
商業科目で学んだ成果を発表しました。指商生33人
は、毎週金曜日に「いぶたま」発着に合わせて指宿
駅でお茶をふるまっている「茶いっぺプロジェクト」
や商品開発など４つの地域活性策を発表し、３年連
続の最優秀賞を受賞。同校は県代表として、宮崎で
の九州大会に出場しました。

茶 いっぺの取り組み評価
指商生が最優秀賞

市長へ受賞報告に訪れた指商生たち

　７月13日、大成小に県警交通企画課の担当者らが
交通安全教育車「ひまわり号」で訪れ、児童たちが
夏休みを安全に過ごすため、交通安全教室を開きま
した。１・２年生には正しい横断歩道の渡り方や、
マスコットキャラ「全ちゃん」の腹話術による楽し
い交通教室を実施。児童たちは、「道路に急に飛び出
さない」など３つの約束事をしました。また、３～
６年生は自転車の乗り方などの実技を学びました。

車が来ないかしっかり確認

道 路は危険がいっぱいだ
大成小で「ひまわり号」交通安全教室

　市や観光協会、指宿漁協などが砂浜再生などを目
指して組織する指宿港海岸保全推進協議会（山下建
二会長）が、７月24日、摺ヶ浜海岸でヒラメの稚魚
を放流しました。市内の小学生や幼児、関係者ら約
100人が、体長10cmほどの稚魚約3,300匹を波打ち際
から放ちました。山下会長は、「錦江湾は市民にとっ
て大切な資源。多くの魚が生息する美しい錦江湾づ
くりに努めていきたい」と話しました。

魚 が育つ美しい海岸に
ヒラメの稚魚を放流

「大きく育ってね」と一斉に放流する子どもたち
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　８月３～５日、市内27カ所でアロハ献血が行われ
ました。アロハ献血は、夏場の血液不足を補う、県
内でも最大規模の献血事業です。砂むし会館｢砂楽｣
で行われた初日の開会セレモニーでは、マルハン指
宿店に献血功労者として指宿保健所長から感謝状が
贈呈され、また、花の女王３人に１日血液センター
所長が委嘱されました。献血には、３日間で566人
が訪れ、474人の採血が行われました。

１日血液センター所長を委嘱される花の女王

夏 場の献血不足を補う
アロハ献血に566人が協力

　姉妹都市の人吉市と本市は、万一の災害発生時に
必要な支援の提供や援助を受け、応急的な相互応援
を行う「災害時等の相互応援に関する協定書」を８
月１日付けで締結しました。締結にあたり人吉市の
田中市長を訪れた富永副市長は、「姉妹都市の縁でこ
のような協定を交わすことができ、うれしく思いま
す。災害が発生しないことが一番ですが、万一の際
は協力していきましょう」と感謝を述べました。

　県内の60歳以上の高齢者を対象に公募した「いぶ
すきシルバー美術展」が、時遊館ＣＯＣＣOはしむ
れで８月７日～21日まで開催されました。展示会初
日には入賞作品の表彰式があり、最優秀賞の指宿市
長賞には、水流靜子さん（神方上）の作品「祭り」
が選出されました。水流さんは、「苦労して描いた作
品だけに、評価してもらえたことがとてもうれしい」
と受賞を喜んでいました。

固い握手を交わす田中市長（左）と富永副市長多くの力作に見入る来場者

万 一に備える両市の絆
き ず な歳 を重ね豊かな感性

人吉市と災害時の応援協定を締結いぶすきシルバー美術展が開催

　市内で、養蚕からその糸で紬製造までを行ってい
るいぶすき紬染織工芸の上原達也さん（大牟礼西）
が、草木染でいぶたまカラーのアロハシャツを製作
しました。ボタンには、喜多つげ製作所で作られた
つげ製を使用しています。上原さんは、「市のＰＲに
なれば」と、製作した２着を楠生利忠指宿駅長に貸
与しました。楠生駅長は、「貴重なものなので大切に
使わせていただきます」と感謝を伝えました。

　８月７日、宮ヶ浜海岸で同地区民約200人が海岸
清掃を行い、約50kgのごみを拾い集めました。清掃
後はみんなで昼食を取り、幼少時に母と宮ヶ浜海岸
を訪れていた歌手・長渕剛さんの散文詩の朗読や、
北指宿中吹奏楽部による同氏の楽曲が演奏されまし
た。北指宿中１年の曽宮佳奈さんは、「長渕さんが宮
ヶ浜を愛しているんだなぁと感じ、自分が住んでい
る場所をきれいにしていきたい」と話しました。

い ぶたまアロハでＰＲ宮 ヶ浜の海、美しく
列車と駅長がお揃いカラー長渕剛さんゆかりの海岸で催し

上原さん（右）から貸与される楠生駅長漂着物を拾い集める宮ヶ浜の皆さん

　７月30日～８月２日、千歳市の６年生16人が本市
を訪れ、市内の６年生とホームステイやキャンプ、
砂むし体験などで交流を深めました。柳田小の城ヶ
﨑香凜さん（弥次ヶ湯）は、「一緒に浴衣を着て、喜
入のお祭りに行ったり、観光をしたりして仲良くな
りました。冬は、千歳に行くので、一緒に過ごした
友だちとの再会や、たくさんの雪が見れるのを楽し
みにしています」と話してくれました。

道 産子が南国の夏を満喫
千歳市の児童が本市で３泊４日

スメで作る温泉卵にびっくり

　本市と人吉市を１年ごとに訪れて交流する子ども
会交歓会が、７月27～28日に本市で行われました。
小学５～６年生76人が、海遊びや創作活動を楽しみ、
児童宅でホームステイをして交流を深めました。柳
田小６年の秋元周美さん（北十町）は、「１年ぶりに
会った人吉の友達は身長が伸びて、髪形も違ってい
ましたが、変わらず元気でした。小学校最後の夏休
みのいい思い出になりました」と喜んでいました。

砂絵づくりに挑戦した子どもたち

１ 年ぶりの再会を喜ぶ
人吉市の児童と１泊２日の交流

　魚見小では、ウミガメの保護に取り組み、校内に
ふ化場を設けて、卵からふ化までを子どもたちが見
守っています。８月３日に28匹、10日に71匹がふ化
し、それぞれ吹越海岸と田良浜で魚見小ＰＴＡがウ
ミガメ放流会を行いました。参加した４年生の竹下
花音さん（五郎ヶ岡）は、「カメはやわらかかった。
元気に大きくなって、またこの海岸に帰ってきてほ
しい」と話しました。

ま た帰ってきてね
魚見小ＰＴＡがウミガメ放流会

「がんばれ」とウミガメに声を掛ける児童たち

夏
の
姉
妹
都
市
交
流
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学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

今
年
は
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
が
発

見
さ
れ
て
か
ら
95
周
年
で
す
。

　

今
回
は
、
縄
文
土
器
が
弥
生
土

器
よ
り
も
古
い
と
い
う
大
発
見
を

し
て
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
歴
史

を
く
つ
が
え
し
た
、
国
定
史
跡
指

宿
橋
牟
礼
川
遺
跡
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
遺
跡
で
確
認
さ

れ
た
最
新
情
報
を
も
と
に
、
縄
文

人
と
弥
生
人
の
暮
ら
し
や
生
活
の

知
恵
に
つ
い
て
楽
し
く
講
演
し
ま

す
。

■
日
時　

９
月
17
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

「
日
本
の
歴
史
を
変
え

た
！
橋
牟
礼
川
遺
跡
の
発
見

−

縄
文
人
と
弥
生
人
の
く
ら
し
と

知
恵

−

」

■
講
師　

前
迫
亮
一
氏
（
県
文
化

財
課
埋
蔵
文
化
財
係
長
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

まちの話題

　国は、生活に欠かすことのできない道路の意義や、
重要性について関心を持ってもらうために、８月10
日を「道の日」と制定しています。この日にちなみ
市建設業組合が、沿道に生い茂った草木の伐採やご
みを拾い道路清掃ボランティアを行いました。早朝
から市内の47事業所をはじめ、県や市の職員ら120
人が参加。作業後は、夏休みに訪れる帰省客や観光
客を気持ちよく迎えられる指宿路になりました。

　８月13～14日、市農産加工組合でオクラ漬用のオ
クラ１年分、約13ｔの漬け込み作業が行われました。
オクラ漬は、集荷場が休みのお盆に収穫したオクラ
を利用できないかと、同組合が昭和49年から加工・
販売しています。山澤道子さん（細田西）は、「今年
のオクラは品質がいいので、いいオクラ漬ができる
と思います」と話しました。漬けたオクラは、漬け
直しなどの工程を経て、10月から出荷されます。

守 ろう大切なライフライン

お 盆恒例の作業に汗

市建設業組合が奉仕作業

加工組合がオクラの漬け込み

暑さに負けず作業に取り組む

漬け込み作業に精を出す組合員ら

　８月７日、市提案公募型補助事業「本de食育2011」
の親子でおやつ作りが柳田校区公民館でありました。
「ルルとララのわくわくクレープ」という本に掲載
のクレープ作りに、17人の親子が挑戦。参加者は、
オクラパウダー入りの生地に、ミカンやバナナなど、
好みのフルーツを包み込みました。川尻小４年の宮
地喜恵さん（蛭子）は、「５枚作って全部上手に出来
ました。家でも作ってみたい」と満足気でした。

　８月10日、ＪＲ指宿駅構内の道路で、「打ち水大作
戦2011in指宿」が開催されました。市内のホテル・
旅館の女将らでつくる「いぶすき温泉華の会」が主
催し、７回目になります。浴衣やアロハ姿のホテル・
旅館従業員や観光業関係者ら50人が参加し、桶

お け

やペ
ットボトルに用意された井戸水500ℓを一斉にまき
ました。打ち水前に33℃だった一帯の気温は５℃ほ
ど下がり、通行人も涼しげに眺めていました。

自分が食べるから作るのも真剣

一斉に水をまき涼味を演出

上 手においしく出来上がり

清 涼感ただよう夏の午後　

親子で本に紹介されたおやつ作り

指宿駅前で打ち水大作戦

情 報 掲 示 板
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情報掲示板 いぶすき 
Information

   

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

9月

23
30

24
31

■期日　９月23日（金）　
※雨天決行。ただし、フェリーが運休した場合は中止。
■集合　７時30分までになんきゅうフェリー山川営業所１階待

合室
■終了予定　18時
■募集定員　40人
■案内人　松元勇治氏（南大隅町文化財保護審議会）
■内容　根占つまみ喰

く

い散策、照葉樹の森・沢沿い森林散歩、
竹細工体験、ネッピー館（買い物・温泉入浴）　など

■参加費　4,500円（昼食・フェリー・バス代、保険料、体験費
用含む。）

■申込方法　電話で申し込んでください。
■申込締切日　９月16日（金）
※詳細については、問い合わせてください。
申し込み・問い合わせ先
　「地球の旅」（いぶすき観光インフォメーション）
　☎㉖3939

県委託事業

鶴亀
ツアー

大正時代の橋牟礼川遺跡の調査風景

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰

還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
観
月
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
族
で
秋
の
月
夜
を
眺
め
な
が

ら
、
涼
し
い
夜
の
ひ
と
時
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
10
日（
土
）19
時
～

20
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

天
体
望
遠
鏡
な
ど
で
月

の
観
察
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
夜
空
に
広
が
る
星

座
探
し
も
行
い
ま
す
。　

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
円
（
保

険
代
等
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

催
し
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■
期
日　

９
月
11
日（
日
）

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

17
時
30
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ

指
宿
駅
前
足
湯

■
解
散　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
指

宿
で
20
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
７
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

１
，０
０
０
円

○
非
会
員　

１
，２
０
０
円

※
弁
当
代
含
む

■
申
込
締
切
日　

９
月
９
日（
金
）

　

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

指
宿
市
内
の
至
る
所
に
わ
き
出

る
豊
富
な
温
泉
。
そ
の
恵
み
に
感

謝
す
る
「
第
64
回
指
宿
温
泉
祭
」

が
、
10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
指
宿
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

指
宿
温
泉
祭
運
営
委
員
会
で
は
、

出
演
・
出
店
す
る
個
人
や
団
体
、

事
業
主
を
募
集
し
ま
す
。
各
催
し

の
参
加
は
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

職
場
、
地
域
、
趣
味
の
会
、
同

窓
会
な
ど
親
し
い
仲
間
と
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
22
日（
土
）17
時
～

　

18
時
30
分

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
周
辺

■
申
込
締
切
日　

９
月
30
日（
金
）

※
少
人
数
グ
ル
ー
プ
専
用
の
踊
り

連
も
設
け
ま
す
。

※
踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す（
賞
金
有
り
）。

※
練
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

祭
り
一
番
の
見
所
で
も
あ
る
み

こ
し
巡
行
。
あ
な
た
も
担
い
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
22
日（
土
）13
時
～

21
時

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
お
は
や
し
だ
け
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
場
所　

湯
権
現
神
社
お
よ
び
会

場
周
辺

■
申
込
締
切
日　

９
月
16
日（
金
）

　

地
産
地
消
食
品
や
観
葉
植
物
な

ど
、
指
宿
の
特
産
品
を
販
売
す
る

店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
23
日（
日
）10
時
～

17
時

■
場
所　

会
場
周
辺

■
申
込
締
切
日　

９
月
16
日（
金
）

※
現
場
で
の
調
理
が
必
要
な
も
の

は
不
可
。

　

楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
23
日（
日
）10
時
～

　

17
時

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　

会
場
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
締
切
日　

９
月
16
日（
金
）

　

抽
選
会
の
景
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
店
主
・
事
業
主
を
募
集

し
ま
す
。

　

協
賛
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
14
日（
金
）ま

で
■
募
集
内
容　

指
宿
の
魅
力
あ
る

特
産
品
、
企
業
で
製
造
・
販
売

し
て
い
る
製
品
、
食
事
券
、
観

光
施
設
の
入
場
券
な
ど

　

祭
り
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
14
日（
金
）ま

で

10
月
22
日（
土
）

○
祭
典
（
湯
権
現
神
社
）

○
み
こ
し
巡
行

○
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

○
特
設
足
湯

○
姉
妹
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

○
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
披
露

○
ハ
ン
ヤ
踊
り

○
岐
阜
郡
上
お
ど
り

○
大
花
火
大
会　
　
　
　
　

な
ど

10
月
23
日（
日
）

○
物
産
市

○
商
店
街
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
（
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
）

○
太
鼓
演
奏

○
温
泉
祭
大
抽
選
会

○
温
泉
歴
史
講
話

○
公
衆
浴
場
１
０
０
円
開
放
（
小

学
生
以
下
は
無
料
）　
　

な
ど

※
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
運
営
委
員
会
事
務

局
（
指
宿
市
青
年
振
興
連
絡
協

議
会
事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０
（
平
日
10
時
～

17
時
）

　

８
月
30
日
に
開
会
し
た
平
成
23

年
第
３
回
定
例
会
の
本
会
議
の
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

情 報 掲 示 板 Information

十
五
夜 

お
月
見
ウ
オ
ー
ク

募
集

指
宿
温
泉
祭
の

参
加
者
・
出
場
者

お
知
ら
せ

ハ
ン
ヤ
踊
り
連
の
参
加
者

み
こ
し
巡
行
の
担
ぎ
手

舞
台
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者

指
宿
温
泉
祭
の
日
程

抽
選
会
協
賛
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

９月16日（金） 一般質問

９月20日（火） 一般質問

９月21日（水） 一般質問

９月27日（火） 最終日（委員長報告、表決等）

本会議予定

■申込締切日　10月７日（金）
■申込方法　申込用紙（市観光課および市観光協会

に設置）に、必要事項を記入して申し込んでくだ
さい。

■その他　浴衣は当日配布します。
※詳しくは、各世帯に配布されるチラシをご覧くだ

さい。

申し込み・問い合わせ先
　スパリンピック指宿大会実行委員会（市観光協会 

内）☎㉒3252　　

■日時　10月23日（日）
　○受付９：00　○開会式９：45　○終了予定12：00
■場所　セントラルパーク指宿をメーン会場に、砂むし

会館「砂楽」までの海岸線で実施

種　目 スパトライアスロン

内　容 配布される浴衣を着用し、各アトラクション
をクリアして進む競技

対象者 一般 中学・高校生
参加料 2,000円 1,000円

スパリンピック2011指宿大会スパリンピック2011指宿大会
参加者
募集

～浴衣を着て指宿を楽しもう～

スパリンピック2011指宿大会が10月23日（日）に指宿温泉祭と同日開催されます。
家族や友人同士、一緒に参加して楽しみませんか。

　

市
で
は
、
錦
江
湾
岸
の
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
海
岸
清
掃
は
、
た
だ
ご
み

を
拾
う
だ
け
で
は
な
く
、
ご
み
を

発
生
元
か
ら
断
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
１
組
２

～
３
人
程
度
の
班
を
作
り
、
各
班

が
海
岸
の
一
角
（
約
10
ｍ
四
方
）

の
ご
み
を
す
べ
て
拾
い
、
そ
の
種

類
と
個
数
を
調
査
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

10
月
29
日（
土
）

※
雨
天
中
止

■
時
間　

７
時
～
８
時

■
場
所　

魚
見
港
周
辺
（
田
良
岬
）

■
集
合　

休
暇
村
指
宿
別
館
駐
車

場
■
そ
の
他　

軍
手
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
12
日（
水
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

10
月
30
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る

市
民
体
育
祭
で
の
「
か
け
っ
こ
」、

「
職
場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
」

の
参
加
選
手
お
よ
び
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
会
場

は
、
開
聞
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

か
け
っ
こ

○
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
を
対
象
と
し
ま
す
。

○
１
０
０
ｍ
の
徒
競
走
で
す
。（
２

０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
を
半
周
）

職
場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー

○
４
人
で
１
０
０
ｍ
ず
つ
走
る
４

　

０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
中
学
・
高
校

生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
）。た
だ

し
、
チ
ー
ム
に
女
性
を
１
人
以

上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
自
作
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
胸

と
背
部
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

指
宿
総
合
体
育
館
、

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
、
開
聞
総
合
体
育
館
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
15
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３　

錦
江
湾

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
・

秋
の
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
体
育
祭

参
加
選
手
・
チ
ー
ム

物
産
市
の
出
店
者

22広報いぶすき　９月号2011.９　No.69ⅠBUSUKⅠ23



　

全
国
的
に
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
が
続
い
て
お
り
、
障
害
者
を

取
り
巻
く
雇
用
環
境
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
・
就
業
は
、
障

害
者
の
自
立
・
社
会
参
加
の
た
め

の
重
要
な
柱
で
す
。
そ
の
た
め
国

で
は
、
１
人
で
も
多
く
の
障
害
者

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
９
月
を

障
害
者
雇
用
支
援
月
間
と
定
め
、

国
、
県
等
が
一
体
と
な
っ
て
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
援

護
・
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○（
財
）鹿
児
島
県
雇
用
支
援
協
会

　

☎
０
９
９-

２
１
９-

２
０
０
０

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉔
４
１
３
５

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生

　

平
成
24
年
度
の
職
業
能
力
開
発

校
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

■
募
集
期
間

○
新
卒
者
の
み
９
月
16
日（
金
）ま

　

で
○
一
般
・
新
卒
者
10
月
４
日（
火
）

　

～
11
月
25
日（
金
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
人
は
、
雇
用
保
険
や
訓

練
手
当
て
な
ど
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉔
４
１
３
５

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

■
募
集
期
間

○
新
卒
者
の
み
９
月
１
日（
木
）～

　

10
月
７
日（
金
）

○
一
般
・
新
卒
者
11
月
７
日（
月
）

　

～
１
月
６
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３-

７
４
１-

５
４
３
１

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉔
４
１
３
５

　

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
全

国
的
に
定
着
し
て
き
た
菜
の
花
。

　

市
で
は
、
訪
れ
た
観
光
客
を
い

っ
ぱ
い
の
菜
の
花
で
歓
迎
す
る
た

め
、
種
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

■
配
布
開
始　

９
月
22
日（
木
）～

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
配
布
場
所　

観
光
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
地
域
振
興
課
、
時
遊

館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
、
今

和
泉
分
室
、
池
田
分
室

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

■
期
日　

10
月
16
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所　

サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
い
ぶ
す
き

■
対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女

■
出
場
条
件　

高
校
生
以
下
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
で
す
。

■
コ
ー
ス
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
時
間

○
10
㎞　

高
校
生
以
上
の
男
子

　
　
　
　

11
時
ス
タ
ー
ト

○
３
㎞　

女
子
お
よ
び
男
子
中
学

　
　
　

生

　
　
　
　

11
時
５
分
ス
タ
ー
ト

■
申
込
方
法

　

当
日
受
付　

８
時
30
分
～
９
時

■
そ
の
他

　

出
場
選
手
は
、
大
会
当
日
に
健

康
診
断
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
地
区
駅
伝
運
営
委
員
（
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
㉗
０
２
０
３

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
、
Ｂ

＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

の
使
用
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
使
用
時
間

○
火
～
土
曜
日
13
時
～
22
時　

○
日
曜
日
９
時
～
17
時

■
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
と
重

な
っ
た
場
合
は
13
時
〜
22
時
開

館
し
、
翌
火
曜
日
が
定
休
日
）

問
い
合
わ
せ
先

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
㉟
２
０
１
６

　

平
成
24
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
幼
児
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
大
切
な
健
康

診
断
で
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

平
成
17
年
４
月
２
日
～

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
■
受
付　

13
時
～
13
時
15
分

■
診
断　

13
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
１
）

　 　

市
で
は
、
学
生
や
高
齢
者
な
ど

の
交
通
手
段
の
確
保
を
主
な
目
的

と
し
て
、
市
内
循
環
バ
ス
「
イ
ッ

シ
ー
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

「
イ
ッ
シ
ー
バ
ス
」
は
、
ど
こ

ま
で
乗
っ
て
も
１
回
２
０
０
円
で

お
得
で
す
。

　

通
勤
・
通
学
・
通
院
を
は
じ
め
、

買
い
物
や
温
泉
施
設
の
利
用
な
ど

に
利
用
す
る
と
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　

「
イ
ッ
シ
ー
バ
ス
」
で
は
、
路

線
の
一
部
で
、
バ
ス
停
が
無
い
場

所
で
も
自
由
に
乗
り
降
り
が
で
き

る
「
フ
リ
ー
乗
降
区
間
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
区
間
で
は
、
手

を
上
げ
て
「
イ
ッ
シ
ー
バ
ス
」
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
降
車
す

る
場
合
は
、
直
接
口
頭
で
運
転
手

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
乗
車
す
る

場
合
は
、
運
転
手
が
気
付
く
よ

う
に
、
し
っ
か
り
手
を
上
げ
て

乗
る
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
商
工
運
輸
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

情 報 掲 示 板 Information

菜
の
花
の
種
を

無
料
配
布

指
宿
地
区

長
距
離
走
大
会

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
の

使
用
時
間

９
月
は
障
害
者

雇
用
支
援
月
間

日　程 会　　　場 対象校区

10月５日（水） 市民会館･指宿総合体育館 指宿、魚見、
今和泉、池田

10月６日（木） 市民会館･指宿総合体育館 丹波

10月12日（水） 山川文化ホール 山川、大成、
徳光、利永

10月25日（火） 開聞総合体育館 開聞、川尻

10月27日（木） 市民会館･指宿総合体育館 柳田

フ
リ
ー
乗
降
区
間
の
活
用
を

｢

イ
ッ
シ
ー
バ
ス
」
を

便
利
に
乗
り
こ
な
そ
う
！

市内循環バス

○
畠
久
保
～
小
牧
東

○
上
西
～
新
西
方
郵
便
局
前

○
東
中
川
～
指
宿
温
泉
病
院
前

○
丈
六
～
小
田
墓
地
公
苑
入
口

○
魚
見
団
地
前
～
尾
掛

○
松
ヶ
窪
～
え
ぷ
ろ
ん
は
う
す

○
永
吉
～
北
十
町

○
丈
六
～
小
田
墓
地
公
苑
入
口

○
南
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
前
～
浩

　

然
会
病
院
前

○
入
野
～
脇

○
濵
田
医
院
前
～
川
尻
東

○
西
徳
光
～
徳
光
公
民
館

○
南
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
前
～
浩

然
会
病
院
前

■
開
聞
・
徳
光
・
成
川
線

■
尾
下
・
鰻
・
成
川
線

■
池
田
・
東
方
線

■
小
牧
・
岩
本
・
宮
ヶ
浜
線

フ
リ
ー
乗
降
区
間

小
学
校
入
学
前
の

健
康
診
断

　

「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て

走
ろ
う　

秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
を
正
し
く
守
り
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

９
月
21
日（
水
）～
30
日

（
金
）

■
運
動
の
最
重
点
項
目

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

■
重
点
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
着

用
の
推
進
と
自
転
車
前
照
灯
点

灯
の
徹
底
）

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
～
全
席
ベ
ル

ト
着
用
‼
「
し
ま
す
・
さ
せ
ま

す
」
運
動
の
展
開
～

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
～
飲
酒
運
転

「
８（
や
っ
）せ
ん
」
運
動
の
展

開
～

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
安
全
安
心
対
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

８
やっ

せん運動
飲酒運転を根絶しよう

①酒を飲んだら運転しません。
②運転するなら酒は飲みません。
③酒を飲んだ人には運転させません。
④酒を飲んだ人には車は貸しません。
⑤運転する人に酒はすすめません。
⑥酒を飲んだ人の車には同乗しません。
⑦使用者は、従業員に飲酒運転を命じた
　り、認めたりしません。
⑧酒を飲んだら自転車も乗りません。

　「飲酒運転『８（やっ）せん』運動」を
県民運動として展開し、飲酒運転根絶を
図ります。
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市
は
、
水
質
汚
濁
の
大
き
な
原

因
と
さ
れ
て
い
る
生
活
排
水
（
汚

水
）
等
を
、
終
末
処
理
場
（
指
宿

市
浄
水
苑
）
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
し
て
か
ら
河
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
。

　

生
活
環
境
を
よ
り
改
善
し
、
美

し
く
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
下
水
道
事
業
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
61
年
３
月
か
ら

下
水
処
理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
活
排
水
等
を
直
接
流
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
汚
水
が
速
や
か

に
排
除
さ
れ
、
悪
臭
や
ハ
エ
・
蚊

の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
汚

水
を
浄
化
し
て
か
ら
放
流
す
る
た

め
、
水
環
境
を
保
全
し
ま
す
。

※
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
と
き
は
、

早
目
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
・
改
造

す
る
際
は
、
必
ず
市
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

情 報 掲 示 板 Information

　

市
道
十
二
町
海
岸
通
り
線
の
逆

瀬
川
橋
（
位
置
図
参
照
）
は
、
橋

架
け
替
え
工
事
の
た
め
、
次
の
期

間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
案
内

看
板
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
の

際
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
期
間　

10
月
下
旬
～
平
成  

　

24
年
４
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
先

　

土
木
課
土
木
維
持
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）

　

発
達
障
害
に
よ
り
、
精
神
面
や

運
動
面
に
お
い
て
障
害
の
あ
る
人

が
、
地
域
社
会
の
中
で
と
も
に
生

活
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
毎
年
９
月
を
発
達
障
害
福
祉

月
間
と
定
め
て
全
国
的
な
広
報
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

南
薩
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
絡
協
議
会

☎
０
９
９
３

−

８
３

−

３
９
６
１

　

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
統
計

局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て
毎
月
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重

要
な
調
査
で
す
。
対
象
者
は
統
計

的
な
方
法
に
基
づ
き
、
無
作
為
に

選
ば
れ
た
世
帯
に
属
す
る
15
歳
以

上
の
人
で
す
。

　

対
象
者
に
選
定
さ
れ
た
世
帯
に

統
計
調
査
員
が
伺
っ
た
際
は
、
調

査
へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係 

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
４
８
２

　

各
種
団
体
か
ら
市
お
よ
び
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
７
月
11
日
～
８
月
10
日
受
付

分
を
掲
載
）。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
生
活
排

水
は
、
下
水
道
管
を
通
り
終
末
処

理
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。
下
水
道
管

の
詰
ま
り
を
防
ぎ
、
汚
水
が
速
や

か
に
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
家

庭
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

○
調
理
器
具
に
付
い
た
油
類
は
、

古
新
聞
な
ど
で
拭ふ

き
取
っ
て
か

ら
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
等
の
水
に
溶
け
や
す
い

紙
以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
使
用

し
た
水
の
量
に
応
じ
て
下
水
道
使

用
料
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
水
道
メ

ー
タ
ー
の
検
針
時
に
配
布
さ
れ
る

「
検
針
の
お
知
ら
せ
票
」
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
下
水
道

使
用
料
は
後
日
、
水
道
料
金
と
合

わ
せ
て
請
求
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
下
水
道
整
備
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

逆
瀬
川
橋
付
近

通
行
規
制

発
達
障
害
福
祉
月
間

労
働
力
調
査

皆
さ
ん
の
善
意

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災

　
被
災
者
へ
の
義
援
金

下
水
道
の
整
備

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
69

違
い
を
豊
か
な
個
性
に

　
　
　
　

　

私
た
ち
は
、
物
の
見
方
や
考
え

方
、
習
慣
、
経
験
、
立
場
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
の
中
で
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
時
と
し
て
み
ん
な
と

同
じ
こ
と
が
正
し
く
、
違
う
こ
と

が
お
か
し
い
と
考
え
、「
違
い
」
を

排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　

　

ま
た
、
周
り
と
違
っ
た
考
え
方

を
す
る
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
偏

見
や
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
認

め
合
い
、
理
解
し
、
思
い
や
る
こ

と
が
大
切
で
す
。　

　

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
豊
か
な

個
性
と
し
て
受
け
入
れ
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

９
月
８
日（
木
）

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　

子
ど
も
の
い
た
ず
ら
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
９
月
27
日（
火
）

か
ら
従
来
の
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

の
販
売
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
年
間
約
６
億
個

の
ラ
イ
タ
ー
が
流
通
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
で
す
。

　

不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
、
ガ
ス
抜

き
を
し
て
か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。

①
周
囲
に
火
の
気
が
無
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

着
火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き

消
す
。

③
火
が
消
え
た
ら
、
レ
バ
ー
が
戻

ら
な
い
よ
う
に
輪
ゴ
ム
や
粘
着

力
の
強
い
テ
ー
プ
で
固
定
す
る
。

④
「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
聞
こ

　

え
れ
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て
い

る
（
聞
こ
え
な
い
場
合
は
炎
調

整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
へ
い

っ
ぱ
い
に
動
か
す
）。

⑤
レ
バ
ー
を
固
定
し
た
ま
ま
、
付

近
に
火
の
気
の
無
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
に
、
半
日
か
ら
１
日

置
く
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て

火
が
付
か
な
け
れ
ば
、
ガ
ス
抜

き
は
完
了
で
す
。

※
ガ
ス
抜
き
が
終
わ
っ
た
ら
、「
燃

え
る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
金
属
製
の
ラ
イ
タ
ー
は
燃

え
な
い
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

■抽選日　　10月21日（金）
■販売価格　１枚300円　
※収益金の一部は、市町村が行
　う公共事業などの資金として
　使われます。

オータムジャンボ
宝くじ 

発売期間 ９/26（月）～10/14（金）

団　体　名 金額（円）

１ 信州庵（募金箱） 39,930 

２ 西指宿中学校保健給食班 15,998 

３ 鹿児島県畳工業組合指宿支部 20,000 

４ 野菜じまん（募金箱） 10,929 

５ 市役所指宿庁舎（募金箱） 5,048 

　関東在住の指宿出身者はもちろん、故郷・指
宿からの参加も大歓迎です。楽しく故郷を語り
合いましょう。
■日時　10月８日（土）
　12：00～15：00（受付11：00～）
■場所　SPACE SHOWER TV THE DINER（スペー

スシャワー・ティーヴィー・ザ・ダイナー）
　渋谷区道玄坂２－29－５渋谷プライム５階
　（渋谷109隣り）
■会費　男性6,000円／女性5,000円
■申込締切日　９月26日（月）
申し込み・問い合わせ先
　関東指宿会事務局（ペンデル税理士法人内・
　嶋津）
　☎03−3226−0951

関東指宿会

第37回ふるさと
　 　指宿の集いを開催

ガ
ス
の
抜
き
方

ライターは正しく
捨てましょう

ライターは正しく
捨てましょう

ライターは正しく
捨てましょう

各
家
庭
で
で
き
る
こ
と

メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知
ら
せ

下
水
道
事
業
に

ご
理
解
を

守
ろ
う
水
環
境

工事箇所

逆瀬川

県
道
下
里
湊
宮
ヶ
浜
線
（
八
間
道
路
）

セントラルパーク
指宿

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

通行止め区間

至JR指宿駅

至指宿総合体育館 指宿港
（太平次公園）
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川
支
所
か
ら
南
へ
坂
を
上

　
　
　

り
、
山
川
が
ん
ば
ろ
う
館

前
か
ら
の
錦
江
湾
、
佐
多
岬
方
面

の
雄
大
な
眺
め
は
最
高
で
す
。
特

に
夕
方
は
、
島
を
往
来
す
る
定
期

船
が
、
あ
た
か
も
競
争
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
鹿
児
島
に
急
ぐ
光

景
は
、
見
て
い
て
飽
き
が
き
ま
せ

ん
。
疲
れ
て
い
る
と
き
に
、
私
が

一
番
癒
や
さ
れ
る
場
所
で
す
。
そ

こ
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
西
へ
走
り
、

右
上
に
住
宅
が
建
つ
直
線
道
路
か

ら
見
え
る
冬
の
開
聞
岳
の
日
没
は
、

絵
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
り
ま

す
。（
67
歳
・
男
性
）

　
　
　

日
、
東
京
に
行
っ
て
き
ま

　
　
　

し
た
。
東
京
の
お
店
で
、

野
菜
や
肉
に
「
鹿
児
島
産
」
と
書

い
て
あ
る
の
を
見
付
け
て
、
何
だ

か
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。（
28
歳
・

ゆ
ち
マ
マ
）

　
　
　

児
島
産
も
そ
う
で
す
が
、

　
　
　

「
指
宿
産
」
と
書
か
れ
た

特
産
品
が
目
に
付
く
よ
う
に
、
関

係
機
関
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

動
車
学
校
に
続
く
道
路
で
、

　
　
　

ず
っ
と
工
事
途
中
の
場
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
51
歳
・

ガ
ー
ベ
ラ
母
）

　
　
　

反
田
川
の
橋り

ょ
う梁工
事
付
近

　
　
　

は
、
都
市
計
画
道
路
と
し

て
、
国
の
補
助
で
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
中
に
橋
を
架
け
、

24
年
度
中
に
完
成
の
予
定
で
す
が
、

国
の
補
助
が
震
災
復
興
に
充
て
ら

れ
た
場
合
は
、
完
成
が
遅
れ
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

宿
は
、
花
が
き
れ
い
で
心

　
　
　

が
癒
や
さ
れ
ま
す
。
花
の

植
え
替
え
も
早
く
、
も
っ
た
い
な

い
く
ら
い
で
す
。
家
に
持
ち
帰
っ

て
植
え
て
も
、
十
分
花
見
が
で
き

そ
う
で
す
が
、
処
分
す
る
ん
で
す

よ
ね
。（
63
歳
・
女
性
）

　
　
　

え
替
え
ら
れ
た
以
前
の
花

　
　
　

は
、
あ
ま
り
日
持
ち
が
し

な
い
た
め
、
処
分
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

Ｒ
指
宿
駅
の
近
く
に
公
営

　
　
　

の
温
泉
施
設
を
造
り
、
そ

の
施
設
で
地
元
の
農
作
物
加
工
食

品
・
特
産
品
を
販
売
す
る
よ
う
な

道
の
駅
が
で
き
る
と
、
車
を
利
用

し
な
い
人
も
Ｊ
Ｒ
で
や
っ
て
来
る

の
で
、
街
が
も
っ
と
活
性
化
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ

に
で
も
あ
る
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た

道
の
駅
で
は
な
く
、
指
宿
色
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
お
客
を
引
き
付
け
る

何
か
一
工
夫
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
道

の
駅
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
予
算

的
に
無
理
な
の
で
し
ょ
う
か
。（
62

歳
・
女
性
）

　
　
　

の
温
泉
施
設
と
し
て
は
、

　
　
　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」、元

湯
、
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
、
山
川
砂

む
し
砂さ

ゆ

り
湯
里
、
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
か
い
も
ん
の
５
施
設
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
の

利
用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
に

つ
い
て
は
、
認
可
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
、
市
内
に
は
観
音
崎
に
彩さ

か花
菜な

館か
ん

が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
活い

お

海
道
が
道
の
駅
と
し
て
認
可
を
受

け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
利

用
の
み
で
な
く
、
山
川

−

根
占
航

路
利
用
者
も
い
ま
す
の
で
、
活
お

海
道
を
利
用
し
て
も
ら
う
工
夫
を

模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

営
陸
上
競
技
場
が
改
修
さ

　
　
　

れ
る
の
で
す
ね
。「
全
天
候

型
」
と
は
驚
き
で
す
。
娘
が
指
宿

陸
上
ク
ラ
ブ
で
利
用
し
て
い
る
大

切
な
練
習
場
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

大
会
に
出
場
し
て
、
泣
い
た
り
喜

ん
だ
り
し
た
競
技
場
で
し
た
。
３

月
末
ま
で
使
え
な
い
の
は
残
念
で

す
が
、
そ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
練
習

し
て
、
ま
た
思
い
切
り
走
ら
せ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（
41
歳
・
と
も
り
ん
）

　
　
　

用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

　
　
　

し
ば
ら
く
の
間
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

宿
の
お
い
し
い
お
店
紹
介

　
　
　

欄
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
44
歳
・
女
性
）

　
　
　

ル
メ
情
報
の
掲
載
希
望
が

　
　
　

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
情
報
を
掲
載
す
る

広
報
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、

検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

山

先鹿

植 二指

Ｊ

市指

自

市

利グ

観光パンフレットにも
グルメ情報は満載です

二反田川沿いの工事現場

山川がんばろう館前からの風景

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　「特殊技能を生かし
て働く女性の話を伺お
う」と始まった突撃実
録。靴職人、現場監督、
活版技師、フィギュア
企画開発…技と情熱を
持って働く16人の女性
たちの話に、著者が「ふ
むふむ」と相づちを打
ったインタビュー集。

【内容】
　１年を24等分した「二
十四節季」で分け、２
週間ごとに季節の移り
変わりをイラストと文
章で分かりやすく解説
しています。季節ごと
の樹木、生きものや食
べ物、行事などが紹介
されています。どのペ
ージからでも楽しめる
１冊です。

９月の図書館カレンダー

ふむふむ　おしえて、お仕事！
三浦しをん（著）
新潮社

 図書館からのお知らせ
山川図書館の特別整理期間の変更について
　山川図書館では、９月に特別整理期間を設け、
蔵書点検などを行う予定でしたが、指宿図書館が
電算化のために休館中であることから、時期を変
更します。なお、山川図書館の特別整理期間が決
まりましたら、あらためて広報紙や図書館だより
などでお知らせします。
ふれあい映画会を開催
　山川図書館では、毎月第２土曜日の14時から40
分程度「ふれあい映画会」を行っています。絵本
が原作になっているアニメや季節に合った作品な
どを上映し、本の紹介も行っています。事前の申
し込みなどは不要で、どなたでも参加することが
できます。どうぞお気軽にお越しください。
おはなし会を開催
　開聞図書室では、毎月第３土曜日の11時から30
分間、職員によるおはなし会を開催しています。
事前の申し込みなどは不要で、どなたでも参加す
ることができます。ぜひ、ご参加ください。

献本　次の方から献本がありました（敬称略）
　　　濵田ゆかり

指宿図書館が休館中（学習室は利用できます）
　指宿図書館は、図書館業務の電算化のために、９月
１日～平成24年１月31日までの予定で休館中です。電
算化されると、館内の検索機や自宅のパソコン、携帯
電話から借りたい本の在庫状況などを調べることがで
きます。また、今までできなかった電話での貸出延長
（貸出日から２週間以内）や予約も可能になります。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いし
ます。なお、学習室は開放していますので、利用でき
ます。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

まるごと日本の季節
学研もちあるき図鑑
榎本好宏 ほか（監修）
学研

一般図書（山川図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
木
小
・
中
・
高
等
学
校
始
業
式

狂
犬
病
予
防
注
射（
～
15
日
）

2
金

3
土
粗
大
ご
み
収
集（
柳
田
・
池
田
校
区
）

4
日

5
月

6
火

7
�
心
の
健
康
相
談

8
木
特
設
人
権
相
談
所

9
金

10
土
は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

11
日
中
学
校
運
動
会

十
五
夜
お
月
見
ウ
オ
ー
ク

12
月

13
火

14
�

15
木

16
金

17
土
学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

18
日

19
月　

敬
老
の
日

20
火

21
�

22
木

23
金　

秋
分
の
日

24
土
３
世
代
ふ
れ
あ
い
自
転
車
安
全
利
用
競
技
大
会

25
日
利
永
小
学
校
運
動
会（
校
区
合
同
）

26
月

27
火

28
�

29
木

30
金 曜

※
10
／
２（
日
）小
学
校
運
動
会
（
利
永
小
除
く
）

９
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

…休館日
…ふれあい映画会（山川図書館）　　　 14：00～14：40
…おはなし会（開聞図書室）　　　　　 11：00～11：30
　演じ手：図書室職員
…ボランティアおはなし会（山川図書館） 14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜
10日
17日

24日
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指
宿
地
域

池
水　

詩し

ど土　

道
下
上　

哲　

也

美
由
紀

中
村　

  

瞬し
ゅ
ん　
大
園
原　

誠　

也

友　

香

岡
元　

悠ゆ

い衣　

大
園
原　

孝　

司

涼　

子

木
野　

蕾ら
い
か花

※　

宮
ヶ
浜　

正　

一

美　

樹

中
村　

友ゆ
う
き軌　

二
月
田　

洋　

樹

佳　

代

松
田　

宗そ
う
た大　

南
十
町　

宗　

士

育　

恵

南　
　

隆り
ゅ
う
と翔

※　

高
野
原　

孝　

盛

寛　

子

東　
　

藍あ
い
か花　
大
牟
礼
東　

孝　

一

久
美
子

黒
岩
莉り

り

か
々
華　

潟　

山　
　

雄　
智　

美

西
園　

芽め

い衣
※　

迫　

北　
　

誠　
円　

香

今
村　

陽は
る
と登　

迫　

北　

淳　

也

直　

美

山
﨑　

俐り

な那
※　

向　

吉　

周　

作

美　

希

竹
山　

楓ふ
う
り竜

※　

永　

吉　

修　

司

　

瞳

山
川
地
域

	

打
越　

勘か
ん
た太　

谷
村
上　

啓　

太

和　

代

児
玉　

一い
っ
き輝　
　

迫　
　

勇　

太

さ
つ
き

山
口　

青せ

ら空　

野　

元　

孝　

男

あ
ゆ
み

開
聞
地
域

中
村　

悠ゆ
づ
き月　

坂　

下　

賢　

一

あ
け
み

市
外

森
西　

虎こ
て
つ哲　
鹿
児
島
市　

耕　

平

理
恵
子

川
村　

颯そ
う
ま麻

※　

鹿
児
島
市　

則　

夫

一　

恵

奥
原　

希き
さ
き咲　

沖
縄
県

与
那
原
町　

崇　

史

夏　

代

八
重
倉
百も

も
か華　
鹿
児
島
市　
　

豊　
ゆ
か
り

泉　

里り

お

な
緒
菜
※　

鹿
屋
市　

達　

也

由　

美

大
竹
野
玖き

ゅ
う
た太　
鹿
児
島
市　

浩　

信

久
美
子

加
塩　

結ゆ

う海　

鹿
屋
市　

拓　

巳

育　

恵

松
本　

颯そ
う
た太　

大
阪
市

福
島
区　

彰　

太

な
ぎ
さ

御
領
み
ひ
ろ
※　

鹿
児
島
市　

博　

昭

美
沙
紀

堂
園
久き

ゅ
う
た
ろ
う

太
朗
※　

鹿
児
島
市　

春　

樹

奈　

緒

指
宿
地
域

豊　

留　

美
智
子　

76　

南
迫
田

篠　

𠩤　

利　

隆　

96　

潟　

山

中　

吉　

昭　

子　

74　
弥
次
ヶ
湯

永　

山　

ま
り
子　

58　

二
月
田

肥　

後　

サ
カ
エ　

85　

湊　

南

吉　

元　

艶　

子　

93　
摺
ヶ
浜
北

山　

下　
　
　

清　

86　
摺
ヶ
浜
中

湯
ノ
口　

マ
ツ
ノ　

89　

玉　

利

吉　

本　

ス
ミ
エ　

85　

垂　

門

有　

村　

ヨ　

シ　

94　

下
吹
越

伊
牟
田　

ハ
ナ
ヱ　

90　

道
下
上

滿　

石　
　
　

貢　

66　

迫　

北

林　
　
　

淳　

哉　

89　

高
野
原

上　

﨑　

エ　

タ　

91　

浜　

西

南　
　
　

千
榮
子　

77　

湊　

上

小
牟
礼　

早　

苗　

87　

下　

里

中　

西　

八
千
代　

94　

小
牧
西

木　

村　

忠　

義　

83　

潟　

口

今　

村　
　
　

忍　

79　

池　

崎

池　

田　
　
　

正　

85　

上　

西

川　

内　

優　

衣　

17　
　

宮

髙　

峯　
　
　

勇　

95　

浜　

東

鶴　

田　

義　

雄　

87　

高
野
原

山
川
地
域

濵　

田　

チ　

サ　

93　

野　

元

松　

元　

ワ　

カ　

100　

徳　

光

久　

保　

シ
ナ
エ　

93　
　

寺

新　

原　
　
　

繁　

62　

町
６
区

　
　

香　

一　

弘　

82　
町
２
区
西

阿　

野　

五
百
子　

87　

森
松
西

内　

薗　

嘉　

盛　

76　

前
原
下

永　

山　

耕
次
郎　

69　
町
４
区
東

寺　

司　

ツ
ヨ
子　

76　

田　

上

井　

上　

ア
ツ
子　

88　

中　

央

内　

薗　

武　

雄　

89　

西　

村

内　

田　

キ　

ミ　

92　

平　

原

森　

永　

ヤ　

エ　

89　
　

春

松　

山　

陽　

一　

70　

市
山
下

市　

山　

ア
サ
ヱ　

86　

市
山
下

開
聞
地
域

木　

村　

ト
キ
ヱ　

92　
　

脇

中　

川　

行　

光　

74　

川
尻
中

西　

川　

盛　

義　

89　

下　

吉

冨　

永　

ス　

ヱ　

94　

松
原
田

嶽　

野　

ミ　

エ　

92　
　

脇

物　

袋　

弘　

子　

50　

物　

袋

濵　

上　

利　

敎　

85　

蛭　

子

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
志

一
般
寄
付

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略
）

７
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

この笑顔…責任重大（笑）。
元気に育ってね☆

明るく元気に育ってね !

お姉ちゃんと仲良く、
元気に育ってね☆

誰からも愛される優し
い子に育ってね。

元気にのびのびと育っ
てね !!

強く元気いっぱいに育
ってね☆

元気いっぱいに育って
ね !!

西園　芽
め い

衣ちゃん 南　隆
りゅうと

翔ちゃん

泉　里
り お な

緒菜ちゃん

木野　蕾
ら い か

花ちゃん

川村　颯
そ う ま

麻ちゃん 竹山　楓
ふ う り

竜ちゃん 山﨑　俐
り な

那ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍ
Ｂ
以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

お
知
ら
せ
版
掲
載
の
ク
イ
ズ
の

賞
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

　

人
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
、

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
対
処
で
き

る
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
産
婦
や
乳
幼
児
、
持
病
や
障
害

の
あ
る
人
、
高
齢
者
等
、
手
助
け

が
必
要
な
人
た
ち
も
い
ま
す
。
ま

た
、
性
別
に
よ
っ
て
必
要
な
助
け

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
の
災
害
時
で
も
、
誰
も
が

協
働
し
て
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
等

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

防
災
も
男
女
共
同
参
画
で

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
は
性
別
や
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
慌
て
ず

に
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
訓

練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

応
急
手
当
の
方
法
や
消
火
器
等
の

機
材
の
取
り
扱
い
方
を
習
得
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

堂園 久
きゅうたろう

太朗ちゃん
あなたはたくさんの愛
に包まれているよ♥

みんなで準備してみんなで協力することが大切ですね。

御領 みひろちゃん
明るく元気に育ってね
☆

メ
ガ
バ
イ
ト
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分かりやすい医療の話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　増田　次俊

Doctor

魔法の薬？ 両刃の剣？

　

東
日
本
大
震
災
後
に
、
公
共
広
告

機
構
・
Ａ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
で
流
れ
て
い
た

オ
シ
ム
元
日
本
サ
ッ
カ
ー
代
表
監
督

の
「
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
命
だ
」
の
言
葉

を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
オ
シ
ム
元
監
督

自
身
が
脳
梗こ

う
そ
く塞

に
か
か
っ
た
と
き
に
、

手
早
い
治
療
で
後
遺
症
が
少
な
か
っ

た
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

脳
梗
塞
は
、
日
本
で
年
間
８
万
人

以
上
の
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
、

脳
組
織
が
機
能
を
失
い
、
後
遺
症
を

残
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
５
年
10
月
か
ら

血
管
に
詰
ま
っ
た
血
の
塊
を
溶
か
す

薬
が
保
険
適
用
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
お
話

す
る
「
組
織
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
活

性
化
因
子
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）」で
す
。
脳
梗

塞
の
発
症
か
ら
３
時
間
以
内
に
こ
の

治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
た
ち
は
、

治
療
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
比
べ

て
、
症
状
を
残
さ
ず
に
回
復
し
た
人

の
割
合
が
５
割
多
か
っ
た
と
い
う
結

果
も
出
て
い
ま
す
。

　

一
見
、
大
変
魅
力
的
な
Ｔ
Ｐ
Ａ
に

よ
る
血
栓
溶
解
療
法
で
す
が
、
す
べ

て
の
脳
梗
塞
の
患
者
さ
ん
に
使
え
る

わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
、

症
状
出
現
か
ら
の
時
間
や
血
液
検
査

値
、
既
往
症
な
ど
で
使
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
重
要
な
点
は
、

発
症
（
発
見
で
は
な
い
）
か
ら
３
時

間
以
内
に
治
療
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

で
、
症
状
出
現
か
ら
長
時
間
経
過
し

て
し
ま
う
と
、
逆
に
致
死
的
な
合
併

症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
番

怖
い
合
併
症
が
出
血
性
脳
梗
塞
で
、

既
に
機
能
を
失
っ
た
脳
組
織
に
再
開

通
し
て
血
流
が
向
か
う
と
、
あ
た
か

も
老
朽
化
し
た
堤
防
に
濁
流
が
押
し

寄
せ
る
よ
う
に
決
壊
し
て
水
浸
し
に

な
る
よ
う
に
、
脳
出
血
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
致
死
率

は
、
Ｔ
Ｐ
Ａ
を
使
わ
な
か
っ
た
場
合

の
３
～
10
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

魔
法
の
薬
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
が
、

「
良
薬
口
に
苦
し
」
で
、
悪
い
面
も

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
血
栓
溶
解
療
法
が

適
切
に
行
わ
れ
、
よ
い
治
療
結
果
を

得
る
た
め
に
は
、
発
症
か
ら
２
時
間

以
内
に
治
療
の
で
き
る
施
設
に
運
ば

れ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
脳
卒
中（
脳

梗
塞
や
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
の

総
称
）
の
症
状
を
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
脳
卒
中
の
症
状
が

現
れ
や
す
い
の
は
、
顔
、
腕
、
言
葉

で
す
。

○
「
イ
ー
ッ
」
と
歯
を
見
せ
て
笑
顔

を
つ
く
る
よ
う
に
指
示
し
て
も
、

一
方
の
口
元
が
上う

ま手
く
動
か
ず
に

笑
顔
が
つ
く
れ
な
い
。

○
両
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
「
前
に

な
ら
え
」
の
姿
勢
を
と
り
、
５
～

10
秒
程
度
目
を
つ
ぶ
っ
て
じ
っ
と

し
て
も
ら
う
と
、
片
腕
だ
け
が
下

が
っ
て
し
ま
う
。

○
い
つ
も
と
違
っ
て
ろ
れ
つ
が
回
っ

て
い
な
い
、
上
手
く
し
ゃ
べ
れ
な

い
、
理
解
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
１
つ
で
も
あ

る
場
合
は
、
脳
卒
中
発
生
と
考
え
ま

す
。
す
ぐ
に
１
１
９
番
に
連
絡
し
て
、

家
人
が
救
急
車
に
同
乗
し
て
病
院
に

向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
指
宿
医
師
会

で
は
24
時
間
、
３
６
５
日
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
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